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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】より幅広いメニューの飲料の選択範囲、および
それらの飲料をカスタマイズする。
【解決手段】消費者とディスペンサ１０２Ａの相互作用
を容易にするためのシステムおよび方法を含む製品ディ
スペンサを提供する。製品ディスペンサは、機械で読み
取り可能なアイテム１１６Ａ～１１６Ｑを読み取るよう
に構成されるリーダ１０６Ａを含み、製品ディスペンサ
は、リーダと通信し、リーダを介して、消費者に関連す
る機械で読み取り可能なアイテムから情報を受信する一
組の命令を実行するように動作可能であるコントローラ
を含む。さらに、コントローラは、機械で読み取り可能
なアイテムからの情報に基づいて、少なくとも１つの特
徴を構成し、かつ製品を分配する一組の命令を実行する
ようにさらに動作可能にすることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　製品ディスペンサ（１０２）であって、
　機械で読み取り可能なアイテム（１１６Ａ～１１６Ｑ）を読み取るように構成されるリ
ーダ（１０６Ａ）と、
　前記リーダ（１０６Ａ）と通信するコントローラ（１０６）であって、
　　　消費者に関連する前記機械で読み取り可能なアイテム（１１６Ａ～１１６Ｑ）から
、前記リーダを介して情報を受信し、
前記機械で読み取り可能なアイテム（１１６Ａ～１１６Ｑ）からの前記情報に少なくとも
部分的に基づいて、前記ディスペンサ（１０２）に関連する少なくとも１つの特徴を構成
し、かつ
製品を分配するように動作可能な、一組の命令を実行するように動作可能なコントローラ
（１０６）と、
を備える、製品ディスペンサ（１０２）。
【請求項２】
　前記コントローラ（１０６）は、前記消費者が前記製品を受け取る資格があるかどうか
を判定するように動作可能な、一組の命令を実行するようにさらに動作可能である、請求
項１に記載のディスペンサ（１０２）。
【請求項３】
　製品ディスペンサ（１０２）であって、
　消費者の入力を受信し、かつコンテンツを前記消費者に出力するように動作可能なユー
ザインタフェース（１１２）と、
　コントローラ（１０６）であって、
前記消費者から製品選択情報を受信し、
前記製品選択情報に少なくとも部分的に基づいて、プロモーション情報を前記消費者に提
供し、かつ製品を分配するように動作可能な、一組の命令を実行するように動作可能なコ
ントローラ（１０６）と、を備える、製品ディスペンサ（１０２）。
【請求項４】
　前記プロモーション情報は、テレホンカードに関する提示、無線通信デバイスに関する
提示、インターネットもしくはネットワークサービスに関する提示、特定のタイプの製品
またはサービスに関する提示、または特別価格の製品もしくはサービスに関する提示のう
ちの少なくとも１つを含む、請求項３に記載のディスペンサ（１０２）。
【請求項５】
　消費者からの前記製品選択情報は、前記製品ディスペンサに組み込まれたユーザインタ
フェース、機械で読み取り可能なコード、製品パッケージング、印刷広告、バーコード、
アイコン、ＲＦＩＤタグからの情報、クライアントタイプのデバイスからの通信、または
無線通信デバイスからの通信のうちの少なくとも１つによって、前記ディスペンサに提供
される情報を含む、請求項３に記載のディスペンサ（１０２）。
【請求項６】
　プロモーション情報は、前記製品もしくは異なる製品に関連するプロモーション提示を
示すように、前記ユーザインタフェース（１１２）を介して提供することができる、請求
項３に記載のディスペンサ（１０２）。
【請求項７】
　前記コントローラは、前記製品またはサービスの使用について前記消費者に代金を請求
するように動作可能な、一組の命令を実行するようにさらに動作可能である、請求項３に
記載のディスペンサ（１０２）。
【請求項８】
　製品ディスペンサ（１０２）を動作させるための方法であって、
　消費者に関連する機械で読み取り可能なアイテム（１１６Ａ～１１６Ｑ）から情報を受
信するステップと、
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　前記機械で読み取り可能なアイテム（１１６Ａ～１１６Ｑ）からの前記情報に少なくと
も部分的に基づいて、少なくとも１つの特徴を構成するステップと、
　製品を分配するステップと、
を含む、方法。
【請求項９】
　前記特徴は、製品のタイプ、製品のサイズ、もしくは製品の価格のうちの少なくとも１
つを含む、請求項１に記載のディスペンサ（１０２）または請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記機械で読み取り可能なアイテム（１１６Ａ～１１６Ｑ）は、製品パッケージング、
印刷広告、バーコード、アイコン、またはＲＦＩＤタグのうちの少なくとも１つを含む、
請求項１に記載の製品ディスペンサ（１０２）または請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　製品を分配するステップは、前記消費者が前記製品を受け取る資格があるかどうかを判
定するステップをさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記製品は、飲料、飲料缶、飲料ボトル、飲料容器、または飲料再充填のうちの少なく
とも１つで構成される、請求項１に記載の製品ディスペンサ（１０２）または請求項８に
記載の方法。
【請求項１３】
　製品ディスペンサ（１０２）を動作させるための方法であって、
　消費者から製品選択情報を受信するステップと、
　前記製品選択情報に少なくとも部分的に基づいて、プロモーション情報を前記消費者に
提供するステップと、
　製品を分配するステップと、
を含む、方法。
【請求項１４】
　前記プロモーション情報は、テレホンカードに関する提示、無線通信デバイスに関する
提示、インターネットもしくはネットワークサービスに関する提示、特定のタイプの製品
もしくはサービスに関する提示、または特別価格の製品もしくはサービスに関する提示の
うちの少なくとも１つを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　消費者から製品選択情報を受信するステップは、前記製品ディスペンサに組み込まれた
ユーザインタフェース、機械で読み取り可能なコード、製品パッケージング、印刷広告、
バーコード、アイコン、ＲＦＩＤタグからの情報、クライアントタイプのデバイスからの
通信、または無線通信デバイスからの通信のうちの少なくとも１つから情報を取得するス
テップを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記製品選択情報に少なくとも部分的に基づいて、プロモーション情報を前記消費者に
提供するステップは、前記製品もしくは異なる製品に関連したプロモーション提示を示す
ように、ユーザインタフェースを構成するステップを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記製品またはサービスの使用について前記消費者に請求するステップをさらに含む、
請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　製品ディスペンサを動作させるための方法であって、
　消費者に関連する情報を受信するステップと、
　前記消費者に関連する前記情報に少なくとも部分的に基づいて、前記消費者に関連する
商業パートナーが存在するかどうかを判定するステップと、
　商業パートナーが存在するかどうかの前記判定に従って、製品を分配するステップと、
を含む、方法。
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【請求項１９】
　消費者に関連する情報を受信するステップは、ＲＦＩＤリーダ、バーコードスキャナ、
無線通信デバイス、または光学通信デバイスのうちの少なくとも１つを使用して、カップ
の識別情報を読み取るステップを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　分配した製品について前記商業パートナーに代金を請求するステップをさらに含む、請
求項１８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
商標
　ＣＯＣＡ－ＣＯＬＡ（登録商標）は、Ｃｏｃａ－Ｃｏｌａ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ａｔｌａ
ｎｔａ，Ｇｅｏｒｇｉａ，Ｕ．Ｓ．Ａ．の登録商標である。本明細書で使用される他の名
称、記号、意匠、またはロゴは、Ｃｏｃａ－Ｃｏｌａ　Ｃｏｍｐａｎｙまたは他の会社の
登録商標、商標、または製品名であり得る。
【０００２】
　本発明は、製品ディスペンサに関し、具体的には、消費者とディスペンサとの相互作用
を容易にするためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　従来の飲料ディスペンサは、シロップ、甘味料、ならびに／または水を組み合わせるこ
とによって飲料を注ぐことができる。限定された種類の飲料の選択範囲を作り出すように
、異なる種類のシロップを提供することができる。これは、一般的に、限定された数の商
標付きおよび商標付きでない飲料の選択範囲を提供できることになる。一実施例として、
複数の異なる種類のシロップを使用する単一の従来技術ディスペンサは、ＣＯＣＡ－ＣＯ
ＬＡ（商標）、ＤＩＥＴ　ＣＯＣＡ－ＣＯＬＡ（商標）、ＳＰＲＩＴＥ（商標）、および
他のいくつかの商標付きおよび商標付きでない飲料の選択範囲といった、限られた選択肢
しか提供することができない場合がある。
【０００４】
　これらのタイプの従来の飲料ディスペンサに関する１つの問題は、限られた数の飲物だ
けしか提供できないことである。このように、従来の飲料ディスペンサは、消費者が望む
ものを消費者に提供することが限定され得る。この点に関して、消費者は、より幅広いメ
ニューの飲料の選択範囲、およびそれらの飲料をカスタマイズする能力を望む。調査は、
消費者が、従来の商標付き飲料に対してさえ、より多くの飲料のバリエーションを望んで
いることを示唆している。例えば、ＣＯＣＡ－ＣＯＬＡ（商標）、ライム入りＣＯＣＡ－
ＣＯＬＡ（商標）、ＣＨＥＲＲＹ　ＣＯＣＡ－ＣＯＬＡ（商標）、ＶＡＮＩＬＬＡ　ＣＯ
ＣＡ－ＣＯＬＡ（商標）、および多数の他のタイプのＣＯＣＡ－ＣＯＬＡ（商標）といっ
た飲料バリエーションの提供である。１つには、従来の飲料ディスペンサの収容力および
選択能力が限られているので、ＣＯＣＡ－ＣＯＬＡ（商標）等の単一の飲料商標に対する
可能な全てのバリエーションを提供することは、非現実的である。それらは、消費者が望
むもの、すなわち、全てのタイプの商標付きおよび商標付きでない飲料に対する多種多様
な選択肢を、消費者に提供し得ない。
【発明の概要】
【０００５】
　上述の必要性および／もしくは問題のいくつか、または全ては、本発明の実施形態によ
って対処され得る。本発明の特定の実施形態は、消費者とディスペンサとの相互作用を容
易にするためのシステムおよび方法を含むことができる。一実施形態において、製品ディ
スペンサが提供される。当該製品ディスペンサは、機械で読み取り可能なアイテムを読み
取るように構成されるリーダを含むことができる。加えて、当該製品ディスペンサは、リ
ーダと通信し、リーダを介して、消費者に関連する機械で読み取り可能なアイテムから情
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報を受信する一組の命令を実行するように動作可能である、コントローラを含むことがで
きる。さらに、当該コントローラは、機械で読み取り可能なアイテムからの情報に少なく
とも部分的に基づいて、少なくとも１つの特徴を構成し、かつ製品を分配する一組の命令
を実行するようにさらに動作可能にすることができる。
【０００６】
　一実施形態において、製品ディスペンサを動作させるための方法を提供することができ
る。当該方法は、消費者に関連する機械で読み取り可能なアイテムから情報を受信するス
テップを含むことができる。加えて、当該方法は、機械で読み取り可能なアイテムからの
情報に少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つの特徴を構成するステップを含むこ
とができる。さらに、当該方法は、製品を分配するステップを含むことができる。
【０００７】
　別の実施形態において、製品ディスペンサを動作させるための方法を提供することがで
きる。当該方法は、消費者から製品選択情報を受信するステップを含むことができる。加
えて、当該方法は、製品選択情報に少なくとも部分的に基づいて、プロモーション情報を
消費者に提供するステップを含むことができる。さらに、当該方法は、製品を分配するス
テップを含むことができる。
【０００８】
　さらに別の実施形態において、製品ディスペンサを動作させるための方法を提供するこ
とができる。当該方法は、消費者に関連する情報を受信するステップを含むことができる
。当該方法は、消費者に関連する情報に少なくとも部分的に基づいて、消費者に関連する
商業パートナーが存在するかどうかを識別することができる。加えて、当該方法は、商業
パートナーが存在するかどうかの判定に従って、製品を分配するステップを含むことがで
きる。
【０００９】
　さらなるシステム、方法、ディスペンサ、特徴、および態様は、本発明の種々の実施形
態の手法を通して実現される。本発明の他の実施形態および態様は、本明細書で詳細に説
明され、請求される本発明の一部とみなされる。他の態様および特徴は、説明および図面
を参照して理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　本発明とみなされる主題は、本明細書の最後の特許請求の範囲において具体的に指摘さ
れ、かつ明確に請求される。本発明の上述した、および他の目的、特徴、ならびに態様は
、以下の添付図面とともに用いられる発明を実施するための形態から明らかである。
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態による、製品ディスペンサおよび関連するネットワークを含
む、例示的なシステムの図である。
【図２】本発明の一実施形態による、消費者用清涼飲料ネットワークの一実施例を示す図
である。
【図３】本発明の一実施形態による、拡張表示のグラフィカルユーザインタフェースの一
実施例を示す図である。
【図４】本発明の一実施形態による、標準表示のグラフィカルユーザインタフェースの一
実施例を示す図である。
【図５】本発明の一実施形態による、消費者が製品の調合およびポーションサイズを選択
できるようにし、プロモーション提示を達成する例示的な方法を示す図である。
【図６】本発明の一実施形態による、消費者が製品の調合およびポーションサイズを選択
できるようにし、プロモーション提示を達成する例示的な方法を示す図である。
【図７】本発明の一実施形態による、機械で読み取り可能なアイコンをスキャンして、製
品ディスペンサを構成する１つの例示的な方法を示す図である。
【図８】本発明の一実施形態による、消費者が、製品を注文することができるようにし、
次いで、製品ディスペンサにおいて機械で読み取り可能なアイテムをスキャンして、製品
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ディスペンサにより注文の実現を履行する１つの例示的な方法を示す図である。
【図９】本発明の一実施形態による、製品の再充填の数を制限する１つの例示的な方法を
示す図である。
【図１０】本発明の一実施形態による、テレホンカードならびに／または無線電話に対す
るプロモーション提示と、製品トランザクションとを結びつける１つの例示的な方法を示
す図である。
【図１１】本発明の一実施形態による、製品に組み込まれたプロモーション提示と、製品
ディスペンサからの製品とを組み合わせる１つの例示的な方法を示す図である。
【図１２】本発明の一実施形態による、消費者がインターネットアクセスの代金を支払っ
ている間に、無料の製品を消費者に分配する１つの例示的な方法を示す図である。
【図１３】本発明の一実施形態による、消費者が、製品ディスペンサを利用し、商業パー
トナーのアカウントを調整して、製品の代金を支払う１つの例示的な方法を示す図である
。
【図１４】本発明の一実施形態による、子供サイズのカップ用および試供品サイズのカッ
プ用の一人分の量の制御を使用する１つの例示的な方法を示す図である。
【００１２】
　発明を実施するための形態は、図面を参照して、一例として、態様および特徴ともに、
本発明の種々の実施形態を説明する。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本明細書で使用する場合、「飲料形成ディスペンサ」、「製品ディスペンサ」、「飲料
ディスペンサ」、「ディスペンサ装置」、および「ディスペンサ」という用語は、飲料、
缶、瓶、または容器等の製品を分配するデバイスを指す。
【００１４】
　本明細書で使用する場合、「製品」および「飲料」という用語、ならびにそれらの複数
形は、同義的に使用され、本発明の実施形態の範囲を、いずれかの用語の使用によって限
定すべきではない。
【００１５】
　以下、より詳細に図面を参照すると、図１には、本発明の一実施形態による、製品ディ
スペンサのための例示的なシステム１００が示されている。１００等の例示的なシステム
は、製品ディスペンサと通信する少なくとも１つのネットワークを含む、ネットワーク化
されたコンピュータ環境で動作することができる。例えば、図１おいて、１０２Ａ等の製
品ディスペンサは、１０４等の通信ネットワークと通信するように示されている。本実施
形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサのうちの少なくとも１つは、消費者、顧客
、または他のユーザとインタフェースすることができる。本発明の一実施形態による製品
ディスペンサのための他の例示的な環境またはシステムは、非ネットワーク構成を含んで
もよい。
【００１６】
　図１に示されている１０２Ａ等の例示的な製品ディスペンサは、クライアントタイプの
デバイスとすることができる。１０２Ａ～１０２Ｎ等の各製品ディスペンサは、無線周波
数信号または直接有線通信信号等の信号を介して、１０４等の通信ネットワークと通信す
ることができる、コンピュータまたはプロセッサに基づくデバイスとすることができる。
【００１７】
　１０２Ａ等の各製品ディスペンサは、プロセッサまたはコントローラ１０６と、識別リ
ーダ／スキャナデバイス１０６Ａと、原料マトリクス１０８と、プロセッサまたはコント
ローラ１０６に連結されるランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）１１０等のコンピュータで
読み取り可能な媒体と、表示デバイス１１２等の入出力デバイスと、を含むことができる
。１０６等のプロセッサまたはコントローラは、１１０等のメモリ内に記憶されるコンピ
ュータで実行可能なプログラム命令を実行することができる。１１０等のメモリ内に記憶
されるコンピュータで実行可能なプログラム命令は、１１４等の消費者相互作用エンジン
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またはモジュール等の、任意の数のモジュールアプリケーションプログラムを含むことが
できる。１１４等の消費者相互作用エンジンまたはモジュールは、消費者とディスペンサ
との相互作用のための種々の方法を実施するように適合させることができる。加えて、１
１４等の消費者相互作用エンジンまたはモジュールは、１つ以上の、消費者、リモートお
よび／もしくはローカルサーバまたはデータ処理リソース、およびクライアントタイプの
デバイスまたは無線通信デバイスから、１つ以上の信号を受信するように適合させること
ができる。以下、１１４等の消費者相互作用エンジンまたはモジュールの実施形態の機能
および態様の他の実施例を説明する。
【００１８】
　図１に示されている識別リーダ／スキャナデバイス１０６Ａは、コントローラ１０６と
通信することができ、かつ消費者に関連する任意の数のデバイスまたは手段から、識別情
報を受信あるいは取得することができる。例えば、１０６Ａ等の識別リーダ／スキャナデ
バイスは、バーコード等の機械で読み取り可能なコード技術を含むことができ、またはＲ
ＦＩＤ、反射光周波数、光学等の、任意の無線通信技術を含んでもよい。
【００１９】
　図１に示されているように、１０６等のプロセッサまたはコントローラは、１０８等の
マトリクスへ、またはそこからの原料の一部または全ての追加、流れ、および除去を、制
御、監視、および追跡するように、１０８等の原料マトリクスと通信することができる。
原料マトリクスは、例えば、それぞれの製品原料パッケージまたは他の製品原料の供給を
受容する、または投入することができる、一組のレセプタクルまたはマウントとすること
ができる。例えば、１１６Ａ等の製品原料パッケージは、１０８等の原料マトリクス内へ
挿入することができるように、プラスチックリッジ付きの容器内に固定される液体パウチ
として製造することができる。１１６Ａ等のパッケージまたはパウチは、１０８等の原料
マトリクス内に挿入される時に、１１６Ａ等のパッケージまたはパウチ内の液体を、１０
６等のコントローラまたは１０８等のマトリクス、および組み込まれた機器によって飲料
等の所望の製品を形成するように正確な比率で送出あるいは測定することができるように
する、少なくとも１つの組み込まれた継手によって穴を開けることができる。一実施形態
において、１１６Ａ～１１６Ｑ等の１つ以上の１つ以上の製品原料パッケージは、１０８
等の原料マトリクス内に挿入することができる。本実施形態において、１０８等の原料マ
トリクスは、１１６Ａ～１１６Ｑ等の製品原料パッケージの一部または全てを固定するこ
とができる。一実施形態において、１１６Ｏ、１１６Ｐ、１１６Ｑ等の１つ以上の製品パ
ッケージは、パッケージではなく、直接供給としてもよい。例えば、１１６Ｏ等の製品パ
ッケージは、炭酸水源から提供される炭酸水の連続供給とすることができ、１１６Ｐ等の
製品パッケージは、非栄養的甘味料（ＮＮＳ）、またはブドウ糖果糖液糖コーンシロップ
（ＨＦＣＳ）等の、甘味料源から提供される甘味料とすることができ、また、１１６Ｑ等
の製品パッケージは、水道水、精製水、または蒸留水源からの水の連続供給とすることが
できる。いずれの実施形態においても、原料、成分、または製品添加物は、パウチの形態
であってもよく、または１０８等の原料マトリクスによるアクセスに好適な別の構成であ
ってもよい。
【００２０】
　図１に示されている実施形態において、１０８等の原料マトリクスを伴う１０２Ａ等の
製品ディスペンサは、バーコード、ＲＦＩＤ、反射光周波数、光学等の機械で読み取り可
能なコード技術を利用して、１１８Ａ～１１８Ｑ等の１つ以上の機械で読み取り可能なコ
ードリーダを含むことができる。一実施形態において、１１８Ａ～１１８Ｑ等の少なくと
も１つの機械で読み取り可能なコードリーダは、１０８等の原料マトリクスに関連する位
置に組み込むことができ、１１６Ａ～１１６Ｑ等の製品原料パッケージのうちのいくつか
、または全ては、１０８等の原料マトリクス内に挿入する、またはそれらと接続する前に
、スキャン、読み取り、あるいは識別することができる。この点に関して、１０６等のプ
ロセッサまたはコントローラは、１１６Ａ～１１６Ｑ等の製品原料パッケージのうちのい
くつか、または全てに関連する情報を受信または取得することができ、そのような情報を
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使用して、１０８等の原料マトリクス内で、１１６Ａ等の製品原料パッケージを配置する
ために、１０８等の原料マトリクス内の最適な、または他の所望の場所を識別することが
できる。例えば、１１６Ａ等の製品原料パッケージからのデータは、１１６Ａ等の製品原
料パッケージに関連するシリアル番号または識別コードから、読み取る、スキャンする、
または識別することができる。このようなデータは、単独で利用すること、または以下に
説明する１２８Ａ～１２８Ｃ等の少なくとも１つのデータベース内に事前に記憶した情報
、あるいは、１１６Ａ等の製品原料パッケージに組み込まれた１つ以上の原料を識別し得
る、１２６等の以下に説明するデータ処理リソースまたはサーバによって、別途アクセス
可能な、または記憶されるデータと相関させて利用することができる。別の実施例におい
て、１１６Ａ等の製品原料パッケージからのデータは、原料コードまたは識別子とするこ
とができ、かつ、このデータを単独で利用すること、または１２８Ａ～１２８Ｃ等のデー
タベース内に事前に記憶した情報、あるいは、１１６Ａ等の製品原料パッケージに組み込
まれた１つ以上の原料を識別し得る、１２６等のデータ処理リソースまたはサーバによっ
て、別途アクセス可能な、または記憶されるデータと相関させて利用することができる。
【００２１】
　図１に示されている実施形態において、１０８等の原料マトリクスを伴う１０２Ａ等の
製品ディスペンサは、１つ以上のそれぞれ１２０および１２２等のポンプおよび／もしく
は弁と、１２４等のノズルと、を含むことができる。本実施例において、１２０等のポン
プおよび１２２等の弁のそれぞれは、１０２Ａ等の製品ディスペンサによって制御するこ
とができる。例えば、１０６等のプロセッサまたはコントローラは、１２０等のポンプお
よび１２２等の弁のうちのいくつか、または全てと通信することができる。この点に関し
て、１２０等のポンプおよび／もしくは１２２等の弁のうちのいくつか、または全ては、
１１６Ａ～１１６Ｑ等の製品原料パッケージのうちの特定のものから、それぞれの製品ま
たは原料を送出、測定、あるいは取得して、特別仕様の製品または飲料を分配するように
、１０６等のプロセッサまたはコントローラによって選択的に動作させることができる。
【００２２】
　一実施形態において、１０８等の原料マトリクスは、その中に挿入される１１６Ａ～１
１６Ｑ等の複数の製品原料パッケージを有することができ、各パッケージは、異なる、ま
たは固有の原料を含んでもよい。１０６等のプロセッサまたはコントローラから、１０８
等の原料マトリクスに関連する１つ以上の１２０等のポンプおよび／もしくは１２２等の
弁への、１つ以上のコマンドまたは命令により、１１６Ａ～１１６Ｑ等の製品原料パッケ
ージのうちのいくつか、または全てからの原料の様々な比率を、種々のタイプの飲料等の
製品を形成するように選択的に組み合わせることができる。例示的な原料としては、香味
料、濃縮物、シロップ、甘味料、水、炭酸水、ライム香味料、バニラ香味料、チェリー香
味料、およびＣＨＥＲＲＹ　ＣＯＣＡ－ＣＯＬＡ（商標）、ＶＡＮＩＬＬＡ　ＣＯＣＡ－
ＣＯＬＡ（商標）、ＣＯＣＡ－ＣＯＬＡ（商標）、ＤＩＥＴ　ＣＯＣＡ－ＣＯＬＡ（商標
）、およびＦＡＮＴＡ（商標）等の商標付きまたは商標付きでない飲料のあらゆる原料部
分が挙げられるが、これに限定されない。
【００２３】
　一実施形態において、１１６Ａ～１１６Ｑ等の１つ以上の製品原料パッケージは、「辛
味」と称される原料を含んでもよく、これは１０８等の原料マトリクス内の配置を制限し
得る。辛味タイプの原料は、辛味原料が、一旦１０２Ａ等の製品ディスペンサの特定の部
分を通って送出あるいは引き込まれると、１０２Ａ等の製品ディスペンサ内の管系等の、
１０２Ａ等の製品ディスペンサを通るあらゆる組み込まれた経路に永久に風味が付く場合
があり、その後この経路または管路を通って送出または引き込まれるあらゆる原料または
流体が、辛味タイプの原料の風味によって損なわれ得るような、比較的強いものとなる可
能性がある。このように、辛味タイプの原料が、１０８等の原料マトリクスに一旦使用さ
れると、１０６等の組み込まれたプロセッサまたはコントローラは、製品または飲料の品
質を維持するために、辛味タイプの原料を混合すること、または非辛味原料を損なうこと
を回避するように、１０８等の原料マトリクスの特定の位置に対する他の辛味原料の交換
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および／もしくは追加を制御または制限する情報を追跡あるいは記憶することができる。
【００２４】
　別の実施形態において、１１６Ａ～１１６Ｑ等の１つ以上の製品原料パッケージは、組
み込まれた原料の十分な混合を保つように、撹拌が必要となり得る。そのような場合には
、１０８等の原料マトリクス内のそのような原料の場所を、特定の実施形態において必要
および／もしくは所望に応じて撹拌することができる、１０８等の原料マトリクス内の場
所に制限することができる。
【００２５】
　別の実施形態において、１１６Ａ～１１６Ｑ等の１つ以上の製品原料パッケージからの
原料は、抗菌タイプの管系および／もしくはディスペンサ部品を通して分配され得る。こ
のような原料には、牛乳、乳製品、大豆、ならびに／または他のタイプおよび種類の製品
原料パッケージが含まれるが、これに限定されない。これらの場合には、１０８等の原料
マトリクス内のそのような原料の場所を、特定の実施形態において必要および／もしくは
所望に応じて好適な抗菌タイプの管系および／もしくはディスペンサ部品を利用する、１
０８等の原料マトリクス内の場所に制限することができる。
【００２６】
　さらに別の実施形態では、１１６Ａ等の特定の製品原料パッケージと、それぞれ１２０
および／もしくは１２２等の少なくとも１つのポンプおよび／もしくは弁との間に、１対
１の関係を確立することができる。場合によっては、２つ以上のポンプおよび／もしくは
弁を１１６Ａ等の１つの製品原料パッケージに利用することで、比較的に短い時間で、１
１６Ａ等の製品原料パッケージから比較的に高容量の原料を引き込むことができる。例え
ば、１１６Ｐ等の甘味料等の甘味料を含む製品原料パッケージは、比較的に短い時間で、
パッケージ１１６Ｐから比較的に高容量の原料を引き込むように、２つ以上のポンプおよ
び／もしくは弁を利用してもよい。
【００２７】
　図１に戻ると、任意の数の１０２Ａ～１０２Ｎ等の他の製品ディスペンサも、１０４等
のネットワークと通信することができる。一実施形態において、図１に示されている１０
４等の通信ネットワークは、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）とすることができる
。別の実施形態において、通信ネットワークは、画像データ信号またはマルチメディア信
号を含む、音声およびデータ信号の両方を伝送することができる、無線通信ネットワーク
とすることができる。他のネットワークとしては、インターネット、ローカルエリアネッ
トワーク（ＬＡＮ）、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、ＬＯＮ　ＷＯＲＫＳネット
ワーク、有線ネットワーク、無線ネットワーク、またはそれらの任意の組み合わせが挙げ
られるが、これに限定されない。
【００２８】
　図１の１０４等のネットワークは、サーバ１２６等の少なくとも１つのデータ処理リソ
ース、および１２８Ａ等の少なくとも１つのデータベースと通信するようにも示されてい
る。本実施形態において、１２６等のサーバは、無線周波数信号または直接有線通信信号
等の信号により、１０４等の通信ネットワークを介して、１０２Ａ～１０２Ｎ等の製品デ
ィスペンサのうちのいくつか、または全てと通信することができる、プロセッサに基づく
デバイスとすることができる。加えて、１２６等のデータ処理リソースまたはサーバは、
製品または飲料の配合表、調合法、作製方法を援助または容易にする、演算データ処理を
提供する、消費者相互作用に関連するデータ処理を実行する、ならびに／または特定の実
施形態において必要および／もしくは所望に応じて、他のデータ処理を実行するのに使用
することができる。このような演算データ処理には、例えば、機器の状態、保守、サービ
ス警報、予測的補充、ならびに／または、特定の実施形態において必要および／もしくは
所望に応じて、他のタイプおよび種類の演算データ処理が挙げられるが、これに限定され
ない。このような消費者相互作用の支援には、例えば、消費者の好み、消費製品または飲
料の好み、ロイヤルティ、ゲーム、賞品、メディアコンテンツ、カスタム化、ならびに／
または、特定の実施形態において必要および／もしくは所望に応じて、他のタイプおよび
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種類の消費者相互作用および／もしくはデータ処理支援が挙げられるが、これに限定され
ない。
【００２９】
　図１の１２６等のサーバは、１３０等のプロセッサと、プロセッサ１３０に連結される
、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）１３２等のコンピュータで読み取り可能な媒体と、
を含むことができる。１３０等のプロセッサは、１３２等のメモリ内に記憶されるコンピ
ュータで実行可能なプログラム命令を実行することができる。１３２等のメモリ内に記憶
されるコンピュータで実行可能なプログラム命令は、１１４に類似する消費者相互作用エ
ンジンまたはモジュール等の、任意の数のモジュールアプリケーションプログラムを含む
ことができる。１１４に類似する消費者相互作用エンジンまたはモジュールは、消費者相
互作用のための種々の方法を実施するように適合させることができる。加えて、１１４に
類似する消費者相互作用エンジンまたはモジュールは、１人以上の消費者および１つ以上
のサーバまたはデータ処理リソースと相互作用するように適合させることができる。以下
、１１４に類似する消費者相互作用エンジンまたはモジュールの実施形態の機能および態
様の他の実施例を説明する。
【００３０】
　図１の１０４等のネットワークを通して、１０２Ａ～１０２Ｎ等の製品ディスペンサの
うちのいくつか、または全ては、１２８Ａ等の製品または飲料の配合表、調合法、および
作製方法のデータベース、１２８Ｂ等の演算データベース、１２８Ｃ等の消費者データベ
ース等のデータベースのうちのいくつか、または全てに記憶される情報を、読み出す、受
信する、あるいはこれにアクセスすることができる。いずれの場合においても、１つ以上
のデータベースは、１つ以上の製品または飲料の配合表、調合法、および作製方法のデー
タベース等の、製品または飲料の形成情報を含むことができる。このような製品または飲
料の、調合法、および製品または飲料の作製方法には、原料リスト、各原料の比率、消費
者がどのように製品または飲料をカスタマイズすることができるのかというリスト、なら
びに／または、特定の実施形態において必要および／もしくは所望に応じて、他のタイプ
および種類の製品もしくは飲料の配合表、調合法、および作製方法が含まれる。
【００３１】
　図１に示される１００等の例示的な環境またはシステムは、顧客、消費者、およびユー
ザの、製品ディスペンサおよびネットワークとの相互作用を容易にすることができる。例
えば、消費者等のユーザは、表示デバイス１１２等の入出力デバイスにより、１０２Ａ等
の製品ディスペンサにおいて製品または飲料タイプの選択を行うことができるがこれに限
定されない。１０６等の組み込まれたプロセッサまたはコントローラは、ユーザが、飲料
等の選択した製品を形成する特定の配合表を、１１２等の表示デバイスを介して選択する
のを容易にすることができる。１０６等のプロセッサまたはコントローラは、１１２等の
表示デバイスを介して、選択のための１つ以上の製品または飲料を表示することができる
。ユーザは、１１２等の表示デバイスを使用して、例えば、１１２等の表示デバイスによ
って提供される、またはこれに組み込まれたボタンを押して、製品または飲料のうちの少
なくとも１つを選択してもよい。１０６等のプロセッサまたはコントローラは、１１０等
のローカルメモリから、または１０４等のネットワークを介して少なくとも１つのデータ
ベースと通信して、あるいは、サーバ１２６等の少なくとも１つのデータ処理リソースと
通信して、対応する原料および／もしくは選択した製品または飲料を形成するための原料
の比率を取得してもよい。１０６等のプロセッサまたはコントローラは、情報を利用して
、１つ以上の１２０等のポンプおよび／もしくは１２２等の弁を動作させて、１２４等の
ノズルにより、製品または飲料を１３６等のカップまたは他の容器内に形成および分配す
ることができる。
【００３２】
　別の実施例において、顧客またはパッケージ投入要員等のユーザは、パッケージ１１６
Ａ～１１６Ｑが、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた１０８等の原料マトリク
ス内に挿入される時に、１１６Ａ～１１６Ｑ等の１つ以上の製品原料パッケージのスキャ



(11) JP 2015-155331 A 2015.8.27

10

20

30

40

50

ンまたは読み取りを容易にすることができる。１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込ま
れた１０６等のプロセッサまたはコントローラは、１０８等の原料マトリクス内の最適な
、または選択された場所を識別することができる。ユーザ、顧客、またはパッケージ投入
要員には、１１２等の表示デバイス等の入出力デバイスにより、１１６Ａ等の特定の製品
原料パッケージが、１０８等の原料マトリクス内のどこに位置するべきであるのかを通知
することができる。表示デバイスの例には、発光ダイオード（ＬＥＤ）表示器、ＬＣＤ画
面、入出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース、音声インタフェース、または、特定の一実施形態
において必要および／もしくは所望に応じて、他のタイプおよび種類の表示デバイスもし
くは指示器が挙げられるが、これに限定されない。
【００３３】
　一実施形態において、１０８等の原料マトリクス内の１１６Ａ等の特定の製品原料パッ
ケージは、挿入の時点で、それぞれの１１６Ａ等のパッケージ上の機械で読み取り可能な
コードをスキャンすることによって、および１０８等の原料マトリクス上に位置する機械
で読み取り可能なコードをスキャンすることによって、確認あるいは検証することができ
る（１１８Ａで示す）。この点に関して、１０６等の組み込まれたプロセッサまたはコン
トローラは、１１６Ａ等の製品原料パッケージが、１０８等の原料マトリクス内に正しく
位置付けられていることを確認または検証することができる。
【００３４】
　別の実施形態では、図１に示されているように、１３６等のカップまたは他の容器は、
カップに載置された、１３８等のＲＦＩＤまたは他の機械で読み取り可能なタグ等の識別
情報を含むことができる。いくつかの実施形態では、例えば、アイコンあるいは他の物体
に具現される、あるいは載置される、１３８に類似するＲＦＩＤまたは他の機械で読み取
り可能なタグにより、識別情報を消費者に関連付けることができる。１０２Ａ等の製品デ
ィスペンサに組み込まれた、ＲＦＩＤまたは他の機械で読み取り可能なコードリーダ等の
１４０等のリーダは、１３８に類似するＲＦＩＤまたは他の機械で読み取り可能なタグか
ら、識別情報を受信あるいは取得することができる。図１に示されているように、１０２
Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた１０６等のプロセッサまたはコントローラは、１
４０等のＲＦＩＤまたは他の機械で読み取り可能なコードリーダと通信することができ、
１３８等のＲＦＩＤまたは他の機械で読み取り可能なタグから取得したいくつかの、また
は全ての情報は、１０６等のプロセッサまたはコントローラによって記憶あるいは処理す
ることができる。本実施形態において、識別情報は、機械で読み取り可能なコード、バー
コード、ＲＦＩＤ、無線周波数、赤外線、または他の無線通信方式もしくはデバイス、あ
るいは、特定の一実施形態において必要および／もしくは所望に応じて、他のタイプおよ
び種類の符号化および／もしくは記憶技術で組み込むことができる。１４０等のＲＦＩＤ
リーダまたは機械で読み取り可能なコードリーダは、１３８等のＲＦＩＤまたは他の機械
で読み取り可能なタグから識別情報を読み取る、または受信する、対応するデバイスとす
ることができ、ＲＦＩＤ読み取り／書き込みデバイス、赤外線デバイス、磁気カードリー
ダ、バーコードリーダ、または、特定の一実施形態において必要および／もしくは所望に
応じて、他の好適なリーダまたは受信器技術が含まれる。
【００３５】
　さらに別の実施形態において、１２６等のサーバまたはトランザクション処理リソース
は、消費者が、１０２Ａ等の製品ディスペンサにおいて、飲料等の製品を選択して支払お
うとする時の、支払または支払処理を容易にすることができる。１０６等の組み込まれた
プロセッサまたはコントローラは、特定の製品または飲料の選択前、その間、またはその
後に、例えば１１２等の表示デバイス、データ伝送、または他の入力により、消費者の支
払または関連する情報を受信することができる。いずれの場合においても、１０６等のプ
ロセッサまたはコントローラは、支払または関連する情報を、１０４等のネットワークを
介して、１２６等のサーバまたはトランザクション処理リソースに伝送することができる
。１２６等のサーバまたはトランザクション処理リソースは、消費者からの支払を受け入
れる前に、あるいは選択した製品または飲料を消費者に分配する前に、支払または関連す



(12) JP 2015-155331 A 2015.8.27

10

20

30

40

50

る情報を許可あるいは検証するように、１２８Ａ～１２８Ｃ等の少なくとも１つのデータ
ベースにアクセスしてもよく、または少なくとも１つの他のデータ処理リソースと通信し
てもよい。
【００３６】
　図２を参照すると、例示的な消費者用清涼飲料環境、すなわちシステム２００が示され
ている。一実施形態において、２１０等の１つ以上のネットワーク化された製品ディスペ
ンサは、２０２等の複数の場所に設置することができ、かつインターネットまたはグロー
バルネットワーク等のネットワーク２０４を介して、２０６等の１つ以上のサーバまたは
データ処理リソース、および２０８等の１つ以上のデータベース等のデータ記憶デバイス
と通信することができる。一実施例として、製品ディスペンサ２１０は、図１に１０２Ａ
として記載されている、飲料ディスペンサまたはディスペンサ装置に類似したものとする
ことができる。一実施例において、２１０等の製品ディスペンサは、図１に関して説明し
た、以下の構成要素のうちのいくつか、または全てを含むことができる。すなわち１１６
Ａ～１１６Ｑ等の１つ以上の製品原料パッケージを受容するように動作可能な場所を伴う
１０８等の原料マトリクス、１０６等のコントローラ、１１８Ａ～１１８Ｑ等の１つ以上
のパッケージ挿入検出デバイスまたはＲＦＩＤリーダ／ライタ、１２０等のポンプ、１２
２等の弁、および１２４等のノズルである。さらなる実施例として、サーバまたはデータ
処理リソース２０６は、図１に１２６として記載されている、サーバまたはデータ処理リ
ソースに類似したものとすることができる。
【００３７】
　一実施形態において、２１２等の１人以上の消費者は、１０４等のネットワーク、また
は２０４等の消費者用清涼飲料ネットワークにアクセスすることができる。２１２等の消
費者は、ネットワーク２０４を通して、サインアップ、消費者の好みの構成、それぞれの
アカウントへのアクセス、プロモーションの受信、ロイヤルティアカウントの管理、なら
びに／または、特定の実施形態において必要および／もしくは所望に応じて、他のタイプ
および種類の機会およびサービスに対するサインアップを行うことができる。少なくとも
１つの実施形態において、２１２等の消費者は、２１４Ａ等のパーソナルコンピュータ（
ＰＣ）、２１４Ｂ等のデータ処理デバイス、２１４Ｃ等の無線通信デバイスが含まれるが
これに限定されない、任意の数のクライアントタイプのデバイスにより、ならびに／また
は他のタイプおよび種類のデータ処理デバイス、プロセッサに基づくデバイス、もしくは
クライアントタイプのデバイスにより、ネットワーク１０４もしくは２００等の消費者用
清涼飲料ネットワークシステム、および／または２１０等の製品ディスペンサへのアクセ
スを選択することができる。無線通信デバイスの例には、無線データ処理デバイス、無線
電話、携帯電話、ＩＰＨＯＮＥ（商標）、ＩＰＯＤ（商標）、携帯情報端末、ならびに／
またはＰＯＣＫＥＴ　ＰＣ（商標）が挙げられるが、これに限定されない。
【００３８】
　図３を参照すると、拡張表示のグラフィカルユーザインタフェース３００の一実施例が
示されている。示されている実施形態において、図２の２１０等の製品ディスペンサは、
少なくとも１つの、３００等の拡張表示のグラフィカルユーザインタフェース、または消
費者インタフェース等のインタフェースを含むことができる。３００等のユーザインタフ
ェースは、例えば、２１２等の消費者が、任意の数の異なる製品または飲料のタイプ、種
類、および調合を選択するのに使用することができる。使用に際して、拡張表示の３００
等のグラフィカルユーザインタフェースを伴う、２１０等の製品ディスペンサは、一連の
動的に生成されたメニューで選択可能な製品または飲料のオプションを消費者に提供する
ことができ、消費者は、所望の対応する製品または飲料の特定の商標、種類、タイプ、な
らびに／または調合を探して選択することができる。特定の製品または飲料オプションが
選択されると、消費者は、対応する製品または飲料を、製品ディスペンサによって調合お
よび分配させることができる。
【００３９】
　図４を参照すると、ユーザインタフェースの別の実施例が示されている。一実施形態に
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おいて、図２の２１０等の製品ディスペンサは、４００等の標準表示のグラフィカルユー
ザインタフェースを含むことができる。４００等のユーザインタフェースは、２１２等の
消費者が、限られた数の異なる製品または飲料のタイプ、種類、ならびに／または調合を
選択するのに使用することができる。使用に際し、２１２等の消費者は、限られた数の製
品または飲料の選択肢から、より容易に製品または飲料を選択することができる。特定の
製品または飲料オプションが選択されると、消費者は、対応する製品または飲料を、製品
ディスペンサによって調合および分配させることができる。いくつかの実施形態において
、標準タイプのグラフィカルユーザインタフェースは、概して、それが伝統的なファウン
テンの分注弁のデザインに類似しているので、伝統的な表示と称することもできる。この
ように、標準タイプのグラフィカルユーザインタフェースは、標準表示のグラフィカルユ
ーザインタフェースと称することができる。
【００４０】
　一実施形態において、消費者は、例えば複数の異なる種類の製品または飲料を選択でき
るようにする製品ディスペンサによって表示される製品または飲料の選択肢よりも、少な
い選択肢を所望し得る。そのような場合、消費者と、製品ディスペンサとの相互作用を容
易に、時にはより速くするように、比較的少ない、より伝統的な製品または飲料の選択肢
を伴い、かつ１つ以上の伝統的なタイプの製品または飲料の選択肢を含む、標準表示のグ
ラフィカルユーザインタフェースを表示することができる。
【００４１】
　別の実施形態において、消費者は、本質的に消費者がカスタマイズした標準表示のグラ
フィカルユーザインタフェースを作成する、標準表示のグラフィカルユーザインタフェー
ス等のユーザインタフェースに表示される、商標のタイプおよび／もしくは種類、ならび
に／または製品または飲料の調合をあつらえることのできる、消費者の好みを作成するよ
うに決めてもよい。この特定の実施形態において、消費者は、消費者がカスタマイズした
標準表示のグラフィカルユーザインタフェースを作成することができる。例えば、消費者
が、２１０等の製品ディスペンサに対して自身を識別させた時に、１つ以上の消費者の好
みを、ディスペンサ２１０によって読み出すことができる。製品ディスペンサ２１０は、
１つ以上の消費者の好みに少なくとも部分的に基づいて、消費者にデフォルトのユーザイ
ンタフェースを表示することができるが、これは、拡張表示のグラフィカルユーザインタ
フェース、標準表示のグラフィカルユーザインタフェース、または消費者がカスタマイズ
した標準表示のグラフィカルユーザインタフェースであってもよい。
【００４２】
　図５～１４は、本発明の実施形態による、種々の方法のための例示的なフローチャート
である。示されている方法のいくつか、または全ては、図１～４に示されているシステム
、ネットワーク、製品ディスペンサ、または関連する構成要素の任意の組み合わせによっ
て実施することができる。
【００４３】
　図５～６を参照すると、消費者とディスペンサとの相互作用の例示的な方法５００、６
００が示されている。図５に示されている実施形態において、製品ディスペンサは、消費
者が、製品調合ならびにポーションサイズを選択できるようにし、当該ディスペンサは、
プロモーション提示を達成することができる。方法５００は、ブロック５０２で開始する
。ブロック５０２において、製品ディスペンサにおいて製品調合を選択する入力を消費者
から受信する。図５に示されている実施形態において、消費者は、図１の１１２等のユー
ザインタフェースを介して、ＤＩＥＴ　ＣＨＥＲＲＹ　ＣＯＫＥ（商標）等の製品調合に
対応する指標の選択等のデータを入力することができる。他の実施形態において、消費者
によって他の製品もしくは製品調合を選択することができ、または、消費者によって１つ
以上の製品選択または調合に関連する他のデータを入力することができる。例えば、消費
者は、甘味料、ビタミン、または製品調合の他の構成要素等の１つ以上の製品原料に対応
するデータを入力することができる。一実施形態において、製品選択は、製品ディスペン
サに組み込まれたグラフィカルユーザインタフェースにより達成することができる。
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【００４４】
　ブロック５０２の後にはブロック５０４が続き、ここで、ポーションサイズを選択する
ための入力を消費者から受信する。示されている実施形態において、消費者は、図１の１
１２等のユーザインタフェースを介して、１０液量オンス等のポーションサイズに対応す
る指標の選択等のデータを入力することができる。ポーションサイズの選択には、子供、
小、中、大、特大サイズ等の製品サイズの説明による、および／もしくは特定の実施形態
において必要および／もしくは所望に応じて、他の方法による任意の数の液量オンスが挙
げられるが、これに限定されない。他の実施形態において、消費者によって他のポーショ
ンサイズを選択することができ、または、消費者によって１つ以上のポーションサイズに
関連する他のデータを入力することができる。
【００４５】
　ブロック５０４の後にはブロック５０６が続き、ここで、選択した製品の代金を支払う
ための入力を消費者から受信する。示されている実施形態において、１０２Ａ等の製品デ
ィスペンサに組み込まれた図１の１０６等のプロセッサまたはコントローラは、消費者に
選択した製品を支払うようにプロンプトすることができる。例えば、１０６等のプロセッ
サもしくはコントローラは、クレジットもしくはデビットカード、またはアカウント番号
を受け取る等の、任意の金銭もしくは金融トランザクションデバイスまたは方法を介した
代金の支払いを消費者にプロンプトすることができる。選択した製品の支払いは、現金不
要の、または貨幣に基づくトランザクションによるものとすることができる。一実施形態
において、図２の２１４Ａ～２１４Ｃ等のクライアントタイプのデバイスもしくは無線通
信デバイスを介して、製品の代金を支払うオプションを消費者に提供することができる。
この特定の実施形態において、消費者は、２１４Ａ～２１４Ｃ等のクライアントタイプの
デバイスもしくは無線通信デバイスを介して支払いを許可することによって、選択した製
品の代金を支払うことができ、当該支払いは、１０４等の関連するネットワークを介して
受け取られることができる。いずれの場合においても、消費者は、選択した製品の代金を
支払うことができる。
【００４６】
　ブロック５０６の後にはブロック５０８が続き、ここで、製品が分配される。示されて
いる実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等の
プロセッサまたはコントローラは、消費者に所望の製品を分配させることができる。
【００４７】
　方法５００は、ブロック５０８の後に終了する。
【００４８】
　一実施形態において、消費者は、製品調合およびポーションサイズを選択することがで
き、プロモーション提示を達成することができる。例えば、消費者は、製品調合およびポ
ーションサイズを選択することができるが、ここで、ポーションサイズとは、消費者が所
望する容量（一般的に、小、中、もしくは大）のことである。消費者は、次いで、製品の
代金を支払うことができるようになる。
【００４９】
　別の実施形態では、消費者が製品調合およびポーションサイズを選択できるようになる
ことに加えて、それらの選択に部分的に基づいて、プロモーション提示を消費者に提供す
ることができる。この点に関して、消費者には、消費者が所望する製品のサイズを増やす
、または選択した調合を新しい調合に変えるオプションを提供してもよい。
【００５０】
　図６は、消費者とディスペンサとの相互作用のための別の方法６００を示している。方
法６００は、ブロック６０２で開始する。ブロック６０２において、製品ディスペンサに
おいて製品調合を選択する入力を消費者から受信する。図６に示されている実施形態にお
いて、消費者は、図１の１１２等のユーザインタフェースを介して、ＤＩＥＴ　ＣＨＥＲ
ＲＹ　ＣＯＫＥ（商標）等の製品調合に対応する指標の選択等のデータを入力することが
できる。他の実施形態において、消費者によって他の製品もしくは製品調合を選択するこ
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とができ、または、消費者によって１つ以上の製品選択または調合に関連する他のデータ
を入力することができる。例えば、消費者は、甘味料、ビタミン、または製品調合の他の
構成要素等の１つ以上の製品原料に対応するデータを入力することができる。一実施形態
において、製品選択は、製品ディスペンサに組み込まれたグラフィカルユーザインタフェ
ースにより達成することができる。
【００５１】
　ブロック６０２の後にはブロック６０４が続き、ここで、ポーションサイズを選択する
ための入力を消費者から受信する。示されている実施形態において、消費者は、図１の１
１２等のユーザインタフェースを介して、１０液量オンス等のポーションサイズに対応す
る指標の選択等のデータを入力することができる。ポーションサイズの選択には、子供、
小、中、大、特大サイズ等の製品サイズの説明による、および／もしくは特定の実施形態
において必要および／もしくは所望に応じて、他の方法による任意の数の液量オンスが挙
げられるが、これに限定されない。他の実施形態において、消費者によって他のポーショ
ンサイズを選択することができ、または、消費者によって１つ以上のポーションサイズに
関連する他のデータを入力することができる。
【００５２】
　ブロック６０４の後にはブロック６０６が続き、ここで、消費者は、選択した製品なら
びに／または選択したポーションサイズに少なくとも部分的に基づいて、プロモーション
提示がプロンプトされる。示されている実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペン
サに組み込まれた図１の１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、選択した製品な
らびに／または選択したポーションサイズに少なくとも部分的に基づいて、プロモーショ
ン提示を消費者にプロンプトする通信を生成する、あるいは伝送することができる。例え
ば、１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、例えば１１２等のユーザインタフェ
ース等の出力デバイスを介して、メッセージおよび関連するプロンプトを消費者に提供す
ることができる。別の実施形態において、１２６等のローカルおよび／もしくはリモート
のサーバもしくはデータ処理リソースは、消費者への通信のために、メッセージ等の通信
もしくは他の出力を生成し、当該メッセージを１０２Ａ等の製品ディスペンサに伝送する
ことができる。１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた１０６等のプロセッサまた
はコントローラは、消費者に通信するためのメッセージを受信することができる。いずれ
の場合においても、消費者には、選択した製品ならびに／または選択したポーションサイ
ズに少なくとも部分的に基づいて、プロモーション提示がプロンプトされる。
【００５３】
　ブロック６０６の後には決定ブロック６０８が続き、ここで、消費者がプロモーション
提示を受け入れるかどうかの判定が行われる。判定が肯定である、すなわち消費者がプロ
モーション提示を受け入れる場合、方法６００はブロック６１０へ継続する。判定が否定
である、すなわち消費者がプロモーション提示を受け入れない場合、方法６００はブロッ
ク６１２へ継続する。示されている実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに
組み込まれた図１の１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、消費者がプロモーシ
ョン提示を受け入れるかどうかを判定することができる。例えば、１０６等のプロセッサ
もしくはコントローラは、１１２等のユーザインタフェースを介して、消費者の入力もし
くは選択を受信することができ、当該入力もしくは選択は、消費者がプロモーション提示
を受け入れるかどうかに対応するかどうかを判定することができる。
【００５４】
　ブロック６１０において、消費者によって受け入れられたプロモーション提示に基づい
て、製品のタイプ、および／もしくは調合の種類、ならびに／または製品のポーションサ
イズが調整される。示されている実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組
み込まれた図１の１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、消費者によって受け入
れられたプロモーション提示に少なくとも部分的に基づいて、製品のタイプ、および／も
しくは調合の種類、ならびに／または製品のポーションサイズを調整することができる。
【００５５】
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　ブロック６１０の後にはブロック６１２が続き、これについては、以下に詳細に説明す
る。
【００５６】
　ブロック６１２において、選択した製品の代金の支払いに関する入力を消費者から受信
する。示されている実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図
１の１０６等のプロセッサまたはコントローラは、消費者に選択した製品の代金を支払う
ようにプロンプトすることができる。例えば、１０６等のプロセッサもしくはコントロー
ラは、クレジットもしくはデビットカード、またはアカウント番号を受け取る等の、任意
の金銭もしくは金融トランザクションデバイスを介した代金の支払いを消費者にプロンプ
トすることができる。選択した製品の支払いは、現金不要の、または貨幣に基づくトラン
ザクションによるものとすることができる。一実施形態において、図２の２１４Ａ～２１
４Ｃ等のクライアントタイプのデバイスもしくは無線通信デバイスを介して、製品の代金
を支払うオプションを消費者に提供することができる。この特定の実施形態において、消
費者は、２１４Ａ～２１４Ｃ等のクライアントタイプのデバイスもしくは無線通信デバイ
スを介して支払いを許可することによって、選択した製品の代金を支払うことができ、当
該支払いは、１０４等の関連したネットワークを介して受け取られることができる。いず
れの場合においても、消費者は、選択した製品の代金を支払うことができる。
【００５７】
　ブロック６１２の後にはブロック６１４が続き、ここで、消費者によって受け入れられ
たプロモーション提示に基づいて、価格が調整される。示されている実施形態において、
製品ディスペンサ１０２Ａに組み込まれた図１の１０６等のプロセッサもしくはコントロ
ーラは、消費者によって受け入れられたプロモーション提示に少なくとも部分的に基づい
て、選択した製品の価格を調整することができる。
【００５８】
　ブロック６１４の後にはブロック６１６が続き、ここで、製品が分配される。示されて
いる実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等の
プロセッサまたはコントローラは、消費者に所望の製品を分配させることができる。
【００５９】
　方法６００は、ブロック６１６の後に終了する。
【００６０】
　一実施形態において、消費者が製品調合ならびにポーションサイズの選択を行うと、消
費者の選択に基づいて、プロモーション提示を判定することができる。この点に関して、
消費者には、製品を分配できるようにする前に、プロモーション提示をプロンプトして、
消費者からの応答を求めることができる。このようなプロモーションには、一人分の量を
増やすプロモーション、選択した製品調合の変更、ならびに／または特定の実施形態にお
いて必要および／もしくは所望に応じて、他のタイプおよび／もしくは種類のプロモーシ
ョンが含まれるが、これに限定されない。
【００６１】
　図７を参照すると、機械で読み取り可能なアイコンをスキャンして、製品ディスペンサ
を構成する１つの例示的な方法７００が示されている。方法７００はブロック７０２で開
始し、機械で読み取り可能なアイテムもしくはアイコンが読み取られる、もしくはスキャ
ンされる。本実施形態において、消費者は、図１の１０２Ａ等の製品ディスペンサの近く
で、機械で読み取り可能なアイテムもしくはアイコンをスキャンすることができ、これに
より、機械で読み取り可能なアイテムもしくはアイコンの存在に関連する情報の存在ある
いは受信を検出するように構成することができる。機械で読み取り可能なアイテムもしく
はアイコンは、ＲＦＩＤ、無線周波数、赤外線、もしくは特定の実施形態において必要お
よび／もしくは所望に応じて、他の無線通信方法が含まれるが、これに限定されない、任
意の数の無線技術を含むことができる。機械で読み取り可能なアイテムもしくはアイコン
は、例えば、製品パッケージ、印刷広告、ＲＦＩＤタグ、無線データ処理デバイス、およ
び／もしくは特定の実施形態において必要および／もしくは所望に応じて、他のタイプお
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よび／もしくは種類のアイテム上に位置付けることができる。
【００６２】
　ブロック７０２の後にはブロック７０４が続き、ここで、スキャンした、もしくは読み
取った機械で読み取り可能なアイテムもしくはアイコンに関連した情報に部分的に基づい
て、製品ディスペンサが構成される。本実施形態において、製品ディスペンサに組み込ま
れた図１のコントローラ１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、機械で読み取り
可能なアイテムもしくはアイコンに関連した情報を受信あるいは取得することができる。
機械で読み取り可能なアイテムもしくはアイコンに関連した情報に少なくとも部分的に基
づいて、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた１０６等のプロセッサもしくはコ
ントローラは、１つ以上のディスペンサパラメータを構成することができる。ディスペン
サパラメータは、製品のタイプ、種類、ポーションサイズ、ならびに無料の飲料等の価格
を含むことができるが、これに限定されない。
【００６３】
　ブロック７０４の後にはブロック７０６が続き、ここで、製品のタイプおよび／もしく
は種類、ポーションサイズ、ならびに／または価格が設定される。本実施形態において、
製品ディスペンサに組み込まれた図１のコントローラ１０６等のプロセッサもしくはコン
トローラは、製品を分配するための１つ以上のディスペンサパラメータを設定することが
できる。
【００６４】
　ブロック７０６の後にはブロック７０８が続き、ここで、オプションとして製品の代金
を支払うための入力を消費者から受信する。示されている実施形態において、１０２Ａ等
の製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等のプロセッサまたはコントローラは、
消費者に製品を購入するようにプロンプトすることができる。例えば、１０６等のプロセ
ッサもしくはコントローラは、クレジットもしくはデビットカード、またはアカウント番
号を受け取る等の、任意の金銭もしくは金融トランザクションデバイスもしくは方法を介
した代金の支払いを消費者にプロンプトすることができる。選択した製品の支払いは、現
金不要の、または貨幣に基づくトランザクションによるものとすることができる。一実施
形態において、図２の２１４Ａ～２１４Ｃ等のクライアントタイプのデバイスもしくは無
線通信デバイスを介して、製品を購入するオプションを消費者に提供することができる。
この特定の実施形態において、消費者は、２１４Ａ～２１４Ｃ等のクライアントタイプの
デバイスもしくは無線通信デバイスを介した支払いを許可することによって、選択した製
品の代金を支払うことができ、当該支払いは、１０４等の関連したネットワークを介して
受け取られることができる。いずれの場合においても、消費者は、製品を購入できる。
【００６５】
　ブロック７０８の後にはブロック７１０が続き、ここで、製品が分配される。示されて
いる実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等の
プロセッサまたはコントローラは、消費者に製品を分配させることができる。
【００６６】
　方法７００は、ブロック７１０の後に終了する。
【００６７】
　一実施形態において、機械で読み取り可能なアイテムもしくはアイコンは、製品パッケ
ージング上に、印刷広告内に位置付ける、または消費者によって持ち運び得る、あるいは
取得され得る他の物体に組み込むことができる。この点に関して、好適な機械で読み取り
可能なアイテムもしくはアイコンは、バーコードもしくは他の機械で読み取り可能なコー
ドとすることができる。加えて、好適な機械で読み取り可能なアイテムもしくはアイコン
は、ＲＦＩＤタグもしくは製品ディスペンサと無線でデータ通信することができる他のデ
バイスとすることができる。動作に際し、消費者は、製品ディスペンサにおいて機械で読
み取り可能なアイテムもしくはアイコンをスキャンすることができる。製品ディスペンサ
は、次いで、機械で読み取り可能なアイテムもしくはアイコンに関連する、あるいはこれ
によって照会される特定の製品を分配するように、それ自体を自動的に構成することがで
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きる。
【００６８】
　一実施形態において、消費者は、製品ディスペンサにおいて、雑誌からの機械で読み取
り可能なアイテムもしくはアイコンを含む、印刷広告をスキャンすることができる。機械
で読み取り可能なアイテムもしくはアイコンは、特定の製品調合を消費者に分配するよう
に、製品ディスペンサに指示することができる。このような機械で読み取り可能なアイテ
ムもしくはアイコンは、無料もしくは割り引き価格で取得することができる新しい製品調
合を宣伝する広告キャンペーンの試行等の、プロモーションで使用することができる。加
えて、機械で読み取り可能なアイテムもしくはアイコンは、製品ディスペンサでの消費者
の選択を速める、あるいは容易にするために使用することができる。この点に関して、消
費者は、製品ディスペンサにおいて特定の製品の調製ならびに分配を容易にするために、
機械で読み取り可能なアイテムもしくはアイコンをスキャンするだけでよい。
【００６９】
　図８を参照すると、消費者とディスペンサとの相互作用の１つの例示的な方法８００が
示されている。方法８００は、ブロック８０２で開始する。ブロック８０２において、少
なくとも１つの製品のための入力を消費者から受信する。本実施形態において、消費者は
、注文ステーションにおいて少なくとも１つの製品を注文することができる。注文ステー
ションは、クイックサーブレストランのレジスタ、コンビニエンスストアの勘定場、なら
びに／または特定の実施形態において必要および／もしくは所望に応じて、他のタイプお
よび／もしくは種類の注文ステーションに位置付けることができる。例えば、注文ステー
ションは、少なくとも１つの製品の注文を受けるように、図２の２１４Ａ～２１４Ｃ等の
少なくとも１つのクライアントタイプのデバイスもしくは無線通信デバイスで構成するこ
とができる。消費者、または注文ステーションに関連する要員は、２１４Ａ～２１４Ｃ等
のクライアントタイプのデバイスもしくは無線通信デバイスを介して、少なくとも１つの
製品の注文に対応するデータを入力することができる。
【００７０】
　ブロック８０２の後にはブロック８０４が続き、ここで、機械で読み取り可能なアイコ
ンもしくはアイテムが消費者に提供される。注文の提出中、もしくはその後に、少なくと
も１つの機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムを提供することができ、あるい
は消費者によって取得することができる。機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテ
ムには、バーコードもしくは他の機械で読み取り可能なコードを伴うレシート、ＲＦＩＤ
タグ付きのアイテム、ＲＦＩＤを組み込んだアイテム、無線通信デバイスを伴うアイテム
、ならびに／または組み込まれた無線通信デバイスを伴う他のタイプのアイテムを含むこ
とができるが、これに限定されない。機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムは
、ＲＦＩＤ、無線周波数、赤外線、もしくは特定の実施形態において必要および／もしく
は所望に応じて、他の無線通信方法が挙げられるが、これに限定されない、任意の数の無
線技術を含むことができる。
【００７１】
　ブロック８０４の後にはブロック８０６が続き、ここで、消費者が、製品ディスペンサ
において機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムをスキャンする。本実施形態に
おいて、消費者は、１０２Ａ等の製品ディスペンサの近くで、機械で読み取り可能なアイ
コンもしくはアイテムをスキャンすることができ、当該製品ディスペンサは、機械で読み
取り可能なアイコンもしくはアイテムの存在を検出する、あるいはその存在に関連する情
報を受信するように構成することができる。例えば、製品ディスペンサは、ＲＦＩＤタグ
に組み込まれた機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムの存在を検出する、ある
いはその存在に関連する情報を受信することができる、識別リーダ／スキャナデバイス１
０６Ａ等のＲＦＩＤ読み取り／書き込みデバイスを含むように構成することができる。い
ずれの場合においても、機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムは、製品ディス
ペンサにおいて機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムがスキャンされる、もし
くは読み取られる時に製品ディスペンサによって受信することができるデータを含むこと
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ができる。
【００７２】
　ブロック８０６の後にはブロック８０８が続き、ここで、製品ディスペンサが消費者の
注文を取得する。本実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図
１の１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、機械で読み取り可能なアイコンもし
くはアイテムをスキャンすることによって取得されるデータに少なくとも部分的に基づい
て消費者の注文に関する情報を取得するように、１２６等のローカルおよび／もしくはリ
モートのプロセッサ、コントローラ、サーバ、もしくはデータ処理リソース、１１０等の
メモリもしくはデータ記憶デバイスと通信することができる。機械で読み取り可能なアイ
コンもしくはアイテムをスキャンすることによって取得するデータには、製品タイプの情
報、製品識別情報、ならびに製品および／もしくはアイテムに関連する他の情報を含むこ
とができるが、これに限定されない。例えば、１０２Ａ等の製品ディスペンサが、機械で
読み取り可能なアイコンもしくはアイテムをスキャンすることによって得られるデータを
受信する時に、１０６等の組み込まれたプロセッサもしくはコントローラは、１０６等の
組み込まれたメモリもしくはデータ記憶デバイスにアクセスして、消費者の注文に関連す
る情報を取得することができる。別の実施例において、１２６等のローカルおよび／もし
くはリモートのプロセッサ、コントローラ、サーバ、もしくはデータ処理リソースは、１
１０等の組み込まれたメモリもしくはデータ記憶デバイスにアクセスして、消費者の注文
に関連する情報を取得することができる。
【００７３】
　ブロック８０８の後には決定ブロック８１０が続き、ここで、製品に対する権利が消費
者にあるかどうかに関して判定が行われる。判定が肯定である、すなわち製品に対する権
利が消費者にある場合、方法８００はブロック８１２へ継続する。判定が否定である、す
なわち製品に対する権利が消費者に無い場合、方法８００は終了する。示されている実施
形態において、図１の１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、製品に対する権利
が消費者にあるかどうかを判定することができる。例えば、１０６等のコントローラは、
消費者の注文に関連する情報を取得することによって、かつ、消費者の注文が有効である
かどうか、または全額支払い済みであるかどうか等の、所定の基準を満たしているかどう
かを判定することによって、製品に対する権利が消費者にあるかどうかを判定することが
できる。一実施形態において、１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、１２６等
のローカルおよび／もしくはリモートのサーバもしくはデータ処理リソースと通信するこ
とができ、製品に対する権利が消費者にあるかどうかを判定することができる。いずれの
場合においても、製品に対する権利が消費者にあるかどうかに関して判定が行われる。
【００７４】
　ブロック８１２において、製品ディスペンサは、消費者が製品を選択して分配すること
ができるように構成される。本実施形態において、製品ディスペンサに組み込まれた図１
のコントローラ１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、消費者が製品を選択して
分配することができるように、１つ以上のディスペンサパラメータを構成することができ
る。ディスペンサパラメータには、製品のタイプ、種類、製品調合、ポーションサイズ、
ならびに価格を含むことができるが、これに限定されない。例えば、消費者が、１１２等
のユーザインタフェース等の製品ディスペンサに組み込まれたユーザインタフェースを介
して、製品調合、ならびにオプションとして、ポーションサイズを選択できるようにする
ことができる。場合によっては、製品ディスペンサは、消費者が価格を設定するのを許可
することができる。すなわち価格は、製品のタイプ、種類、製品調合、もしくはポーショ
ンサイズ等の、消費者が選択したディスペンサパラメータの内のいずれかに依存し得る。
【００７５】
　ブロック８１２の後にはブロック８１４が続き、ここで、製品が分配される。示されて
いる実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等の
プロセッサまたはコントローラは、消費者に製品を分配させることができる。
【００７６】
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　ブロック８１６において、製品ディスペンサは、分配した製品の状態を示す消費者の注
文を更新する。示されている実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込
まれた図１の１０６等のプロセッサまたはコントローラは、分配した製品の状態を示す消
費者の注文を更新することができる。例えば、製品のタイプもしくは種類、ポーションサ
イズ、ならびに価格を含むが、これに限定されない、分配した製品に関連する変更または
新しいデータを、注文の状態が反映できるように、消費者の注文を更新することができる
。一実施形態において、１２６等のローカルおよび／もしくはリモートのサーバもしくは
データ処理リソースは、分配した製品の状態を示す消費者の注文を更新することができる
。一実施形態において、製品ディスペンサは、製品が分配されたことを示す消費者の注文
を更新することができる。加えて、特定の実施形態において必要および／もしくは所望に
応じて、任意の状態、構成、製品調合、ポーションサイズ、価格、ならびに／または他の
タイプおよび／もしくは種類の情報、ならびに他のデータを通信して更新することができ
る。いずれの場合においても、製品ディスペンサデータは、分配した製品の状態を示す消
費者の注文を更新するように通信することができる。
【００７７】
　方法８００は、ブロック８１６の後に終了する。
【００７８】
　一実施形態において、消費者は、カウンタまたは他の場所において、製品を含む注文を
行うことができる。消費者には、印刷もしくは電子の様態で、製品に対する権利が消費者
にあることを示すレシートもしくは他のアイテムを提示することができる。消費者は、次
いで、製品ディスペンサにおいて、レシートもしくは他のアイテムをスキャンすることが
できる。次いで、消費者の注文に関する情報を取得することができ、製品に対する権利が
消費者にある場合に、消費者は、製品を選択して分配することができる。
【００７９】
　図９は、製品の再充填の数を制限する１つの例示的な方法９００が示されている。方法
９００は、ブロック９０２で開始する。ブロック９０２において、製品ディスペンサにお
いて機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムが読み取られる、および／もしくは
スキャンされる。本実施形態において、消費者は、１０２Ａ等の製品ディスペンサの近く
で、機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムをスキャンすることができ、当該製
品ディスペンサは、機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムの存在を検出する、
あるいはその存在に関連する情報を受信するように構成することができる。例えば、１０
２Ａ等の製品ディスペンサは、ＲＦＩＤタグに組み込まれた機械で読み取り可能なアイコ
ンもしくはアイテムの存在を検出する、あるいはその存在に関連する情報を受信すること
ができる、識別リーダ／スキャナデバイス１０６Ａ等のＲＦＩＤ読み取り／書き込みデバ
イスを含むように構成することができる。いずれの場合においても、機械で読み取り可能
なアイコンもしくはアイテムは、機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムがスキ
ャンされる時に製品ディスペンサによって受信することができるデータを含むことができ
る。
【００８０】
　一実施形態では、機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムを、注文ステーショ
ンから取得することができる。注文ステーションは、クイックサーブレストランのレジス
タ、コンビニエンスストアの勘定場、ならびに／または特定の実施形態において必要およ
び／もしくは所望に応じて、他のタイプおよび／もしくは種類の注文ステーションに位置
付けることができる。例えば、注文ステーションは、少なくとも１つの製品の注文を受け
るように、図２の２１４Ａ～２１４Ｃ等の少なくとも１つのクライアントタイプのデバイ
スもしくは無線通信デバイスで構成することができる。消費者、または注文ステーション
に関連する要員は、２１４Ａ～２１４Ｃ等のクライアントタイプのデバイスもしくは無線
通信デバイスを介して、少なくとも１つの製品の注文に対応するデータを入力することが
できる。機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムには、バーコードもしくは他の
機械で読み取り可能なコードを伴うレシート、ＲＦＩＤタグ付きのアイテム、ＲＦＩＤを
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組み込んだアイテム、無線通信デバイスを伴うアイテム、ならびに／または組み込まれた
無線通信デバイスを伴う他のタイプのアイテムを含むことができるが、これに限定されな
い。機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムは、ＲＦＩＤ、無線周波数、赤外線
、または特定の実施形態において必要および／もしくは所望に応じて、他の無線通信方法
を含むが、これに限定されない、任意の数の無線技術を含むことができる。
【００８１】
　ブロック９０２の後にはブロック９０４が続き、ここで、製品ディスペンサが消費者の
注文を取得する。本実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図
１の１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、機械で読み取り可能なアイコンもし
くはアイテムをスキャンすることによって取得されるデータに少なくとも部分的に基づい
て消費者の注文に関する情報を取得するように、１２６等のローカルおよび／もしくはリ
モートのプロセッサ、コントローラ、サーバ、もしくはデータ処理リソース、１１０等の
メモリもしくはデータ記憶デバイスと通信することができる。機械で読み取り可能なアイ
コンもしくはアイテムをスキャンすることによって取得するデータには、製品タイプの情
報、製品識別情報、ならびに製品および／もしくはアイテムに関連する他の情報を含むこ
とができるが、これに限定されない。例えば、１０２Ａ等の製品ディスペンサが、機械で
読み取り可能なアイコンもしくはアイテムをスキャンすることによって得られるデータを
受信する時に、１０６等の組み込まれたプロセッサもしくはコントローラは、１１０等の
組み込まれたメモリもしくはデータ記憶デバイスにアクセスして、消費者の注文に関連す
る情報を取得することができる。別の実施例において、１２６等のローカルおよび／もし
くはリモートのプロセッサ、コントローラ、サーバ、もしくはデータ処理リソースは、１
１０等の組み込まれたメモリもしくはデータ記憶デバイスにアクセスして、消費者の注文
に関連する情報を取得することができる。
【００８２】
　ブロック９０４の後には決定ブロック９０６が続き、ここで、再充填に対する権利が消
費者にあるかどうかの判定が行われる。判定が肯定である、すなわち再充填に対する権利
が消費者にある場合、方法９００はブロック９０８へ継続する。判定が否定である、すな
わち再充填に対する権利が消費者に無い場合、方法９００はブロック９１２へ継続する。
示されている実施形態において、１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、製品再
充填に対する権利が消費者にあるかどうかを判定することができる。例えば、１０６等の
コントローラは、消費者の注文に関連する情報を取得することによって、かつ、消費者の
注文が製品再充填を含むかどうか、または注文が全額支払い済みであるかどうか等の、所
定の基準を満たしているかどうかを判定することによって、製品再充填に対する権利が消
費者にあるかどうかを判定することができる。一実施形態において、１０６等のプロセッ
サもしくはコントローラは、１２６等のローカルおよび／もしくはリモートのサーバもし
くはデータ処理リソースと通信することができ、これらは製品再充填に対する権利が消費
者にあるかどうかを判定することができる。いずれの場合においても、製品再充填に対す
る権利が消費者にあるかどうかに関して判定が行われる。
【００８３】
　一実施形態では、クイックサーブレストラン等の注文ステーションが、いかなる製品再
充填も持たない方針を有し得る。よって、製品が最初に充填された後で、消費者の注文が
確認される時に、再充填に対する権利が消費者に無いと判定することができる。
【００８４】
　別の実施形態では、クイックサーブレストラン等の注文ステーションが、半額もしくは
他の割り引き価格で製品再充填を提供し得る。よって、製品が最初に充填された後で、消
費者の注文が確認される時に、消費者が製品再充填の代金を支払うことができるようにな
ると判定することができる。
【００８５】
　別の実施形態では、クイックサーブレストラン等の注文ステーションが、１つ等の、所
定の数の製品再充填を許可し得る。よって、製品が最初に充填された後で、消費者の注文



(22) JP 2015-155331 A 2015.8.27

10

20

30

40

50

が確認される時に、消費者が、１つ等の、所定数の製品再充填を分配することができるよ
うになると判定することができる。製品再充填が所定数に到達した後には、さらなる製品
再充填に対する権利が消費者に無いと判定することができる。
【００８６】
　ブロック９０８において、製品再充填が分配される。示されている実施形態において、
１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等のプロセッサまたはコント
ローラは、消費者に製品再充填等の製品を分配させることができる。
【００８７】
　ブロック９０８の後にはブロック９１０が続き、ここで、製品ディスペンサが、分配し
た製品の状態を示す消費者の注文を更新する。示されている実施形態において、１０２Ａ
等の製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等のプロセッサまたはコントローラは
、分配した製品再充填の状態を示す消費者の注文を更新することができる。例えば、消費
者の注文は、製品のタイプもしくは種類、ポーションサイズ、ならびに価格を含むが、こ
れに限定されない、分配した製品再充填に関連する変更または新しいデータを、注文の状
態が反映できるように、消費者の注文を更新することができる。一実施形態において、図
１の１２６等のローカルおよび／もしくはリモートのサーバもしくはデータ処理リソース
は、分配した製品再充填の状態を示す消費者の注文を更新することができる。一実施形態
において、製品ディスペンサは、製品再充填が分配されたことを示す消費者の注文を更新
することができる。加えて、特定の実施形態において必要および／もしくは所望に応じて
、任意の状態、構成、製品調合、ポーションサイズ、価格、ならびに／または他のタイプ
および／もしくは種類の情報、ならびに他のデータをデータ通信して更新することができ
る。いずれの場合においても、製品ディスペンサデータは、分配した製品再充填の状態を
示す消費者の注文を更新するように通信することができる。
【００８８】
　方法９００は、ブロック９１０の後に終了する。
【００８９】
　ブロック９１２を参照すると、再充填に対する権利が消費者に無い旨が、消費者に知ら
される。示されている実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた
図１の１０６等のプロセッサまたはコントローラは、消費者に製品再充填に対する権利が
無いことを知らせることができる。例えば、消費者が製品再充填を要求した後に、または
消費者が製品の再充填を試みた後に、再充填に対する権利が消費者に無い場合、１０６等
のコントローラは、製品ディスペンサに組み込まれた１１２等のユーザインタフェース等
のユーザインタフェースを介して、再充填に対する権利が消費者に無い旨の、メッセージ
等の通信を提供することができる。
【００９０】
　方法９００は、ブロック９１２の後に終了する。
【００９１】
　例示的な一実施形態において、消費者は、製品ステーションにおいて少なくとも１つの
製品を含む発注を行うことができる。消費者には、機械で読み取り可能なアイコンもしく
はアイテムを与えることができる。このような機械で読み取り可能なアイコンもしくはア
イテムは、バーコードを伴うレシート、ＲＦＩＤタグ付きのアイテム、無線デバイス、な
らびに／または特定の実施形態において必要および／もしくは所望に応じて、他のタイプ
および／もしくは種類の機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムとすることがで
きる。消費者は、次いで、製品ディスペンサにおいてアイコンもしくはアイテムをスキャ
ンして、注文した製品を取得することができる。注文の履行は追跡することができ、よっ
て、消費者が製品の再充填を所望する時に、再充填に対する権利が消費者にあるかどうか
の判定を行うことができる。
【００９２】
　一実施形態では、消費者の注文を更新するステップを、消費者が過度に製品再充填を分
配するのを防止する、あるいはそのような能力を制限するために利用することができる。
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この点に関して、消費者が機械で読み取り可能なアイコン、アイテム、もしくはコードを
スキャンすると、製品を分配し、消費者の注文が更新され、消費者が、製品再充填をさら
に分配するのを防止する、あるいは制限することができる。例えば、消費者が製品再充填
を所望する場合、製品ディスペンサは、おそらくは注文ステーションにおける当該製品の
当初もしくは最初の購入価格に対する割り引き価格で、再充填の代金を支払うように消費
者にプロンプトすることができる。
【００９３】
　図１０を参照すると、テレホンカードならびに／または無線電話に対するプロモーショ
ン提示と、製品トランザクションとを連結する例示的な方法１０００が示されている。方
法１０００は、ブロック１００２で開始する。ブロック１００２において、製品を選択す
るための入力を消費者から受信する。図１０に示されている実施形態において、消費者は
、図１の１１２等のユーザインタフェースを介して、ＤＩＥＴ　ＣＨＥＲＲＹ　ＣＯＫＥ
（商標）等の製品に対応する指標の選択等のデータを入力することができる。他の実施形
態において、消費者によって他の製品を選択することができ、または、消費者によって１
つ以上の製品選択に関連する他のデータを入力することができる。一実施形態において、
製品選択は、製品ディスペンサに組み込まれた１１２等のユーザインタフェース等のグラ
フィカルユーザインタフェースにより達成することができる。
【００９４】
　ブロック１００２の後にはブロック１００４が続き、ここで、製品ディスペンサが、プ
ロモーションのテレホンカードおよび／もしくは無線電話のプロモーション提示を判定す
るように、ローカルおよび／もしくはリモートでデータ通信する。本実施形態において、
１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等のプロセッサもしくはコン
トローラは、プロモーションのテレホンカードおよび／もしくは無線電話のプロモーショ
ン提示に関する情報を取得するように、１２６等のローカルおよび／もしくはリモートの
プロセッサ、コントローラ、サーバ、もしくはデータ処理リソース、１１０等のメモリも
しくはデータ記憶デバイスと通信することができる。例えば、１０２Ａ等の製品ディスペ
ンサが、機械で読み取り可能なアイコンもしくはアイテムをスキャンすることによって得
られるデータを受信する時に、１０６等の組み込まれたプロセッサもしくはコントローラ
は、１１０等の組み込まれたメモリもしくはデータ記憶デバイスにアクセスして、プロモ
ーションのテレホンカードおよび／もしくは無線電話のプロモーション提示に関連する情
報を取得することができる。別の実施例において、１２６等のローカルおよび／もしくは
リモートのプロセッサ、コントローラ、サーバ、もしくはデータ処理リソースは、１１０
等の組み込まれたメモリもしくはデータ記憶デバイスにアクセスして、プロモーションの
テレホンカードおよび／もしくは無線電話のプロモーション提示に関連する情報を取得す
ることができる。
【００９５】
　ブロック１００４の後にはブロック１００６が続き、ここで、プロモーション提示が消
費者に提供される。示されている実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組
み込まれた図１の１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、プロモーション提示を
消費者にプロンプトする通信を生成する、あるいは消費者に伝送することができる。例え
ば、１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、例えば１１２等のユーザインタフェ
ース等の出力デバイスを介して、メッセージおよび関連するプロンプトを消費者に提供す
ることができる。別の実施形態において、図１の１２６等のローカルおよび／もしくはリ
モートのサーバもしくはデータ処理リソースは、消費者への通信のために、メッセージ等
の通信もしくは他の出力を生成し、当該メッセージを１０２Ａ等の製品ディスペンサに伝
送することができる。１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた１０６等のプロセッ
サまたはコントローラは、消費者に通信するためのメッセージを受信することができる。
いずれの場合においても、消費者には、例えばテレホンカードおよび／もしくは無線電話
に対するプロモーション提示といった、プロモーション提示がプロンプトされる。
【００９６】
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　ブロック１００６の後には決定ブロック１００８が続き、ここで、消費者がプロモーシ
ョン提示を受け入れるかどうかに関して判定が行われる。判定が肯定である、すなわち消
費者がプロモーション提示を受け入れる場合、方法１０００はブロック１０１２へ継続す
る。判定が否定である、すなわち消費者がプロモーション提示を受け入れない場合、方法
１０００はブロック１０１０へ継続する。示されている実施形態において、１０２Ａ等の
製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、
消費者がプロモーション提示を受け入れるかどうかを判定することができる。例えば、１
０６等のプロセッサもしくはコントローラは、１１２等のユーザインタフェースを介して
、入力もしくは選択を受信し、当該入力もしくは選択は消費者がプロモーション提示を受
け入れるかどうかに対応するかどうかを判定することができる。
【００９７】
　ブロック１０１０において、製品の代金を支払う、および必要に応じて、プロモーショ
ン提示の代金を支払う好適な入力を消費者からオプションとして受信する。示されている
実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等のプロ
セッサまたはコントローラは、消費者に製品、および必要な場合はプロモーション提示に
対する支払をプロンプトすることができる。例えば、１０６等のプロセッサもしくはコン
トローラは、クレジットもしくはデビットカード、またはアカウント番号を受け取る等の
、任意の金銭もしくは金融トランザクションデバイスまたは方法を介した代金の支払いを
消費者にプロンプトすることができる。選択した製品および／もしくはプロモーション提
示の支払いは、現金不要の、または貨幣に基づくトランザクションによるものとすること
ができる。一実施形態において、図２の２１４Ａ～２１４Ｃ等のクライアントタイプのデ
バイスもしくは無線通信デバイスを介して、製品および／もしくはプロモーション提示を
購入するためのオプションを消費者に提供することができる。この特定の実施形態におい
て、消費者は、２１４Ａ～２１４Ｃ等のクライアントタイプのデバイスもしくは無線通信
デバイスを介した支払いを許可することによって、製品および／もしくはプロモーション
提示の代金を支払うことができ、当該支払いは、１０４等の関連したネットワークを介し
て受け取ることができる。いずれの場合においても、消費者は、製品および／もしくはプ
ロモーション提示を購入できるようになる。
【００９８】
　方法１０００は、ブロック１０１０の後に終了する。
【００９９】
　ブロック１０１２を参照すると、プロモーション提示を履行する好適な入力を消費者か
ら受信する。示されている実施形態において、消費者は、製品ディスペンサに組み込まれ
た図１のユーザインタフェース１１２等のユーザインタフェースを介して、プロモーショ
ン提示を履行するために必要な任意のデータの入力を含む、データを入力することができ
る。例えば、データは、テレホンカードもしくは無線電話に対応する入力とすることがで
きる。一実施形態において、消費者は、プロモーション提示の任意の要件を履行するため
に、電子メールアドレス、無線電話の番号、ならびに／または特定の実施形態において必
要および／もしくは所望に応じて、他のタイプおよび種類の情報を提供することができる
。
【０１００】
　ブロック１０１２の後にはブロック１０１４が続き、ここで、消費者からプロモーショ
ン提示の代金の支払いを受け取り、および／あるいはプロモーション提示をトランザクシ
ョン金額に追加する。示されている実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに
組み込まれた図１の１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、代金を支払うように
、ならびに／あるいはプロモーション提示をトランザクション金額に追加するように消費
者にプロンプトすることができる。例えば、１０６等のプロセッサもしくはコントローラ
は、クレジットもしくはデビットカード、またはアカウント番号を受け取る等の、任意の
金銭もしくは金融トランザクションデバイスまたは方法を介した代金の支払いを消費者に
プロンプトすることができる。選択した製品および／もしくはプロモーション提示の支払
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いは、現金不要の、または貨幣に基づくトランザクションによるものとすることができる
。一実施形態において、図２の２１４Ａ～２１４Ｃ等のクライアントタイプのデバイスも
しくは無線通信デバイスを介して、製品および／もしくはプロモーション提示の代金を支
払うオプションを消費者に提供することができる。この特定の実施形態において、消費者
は、２１４Ａ～２１４Ｃ等のクライアントタイプのデバイスもしくは無線通信デバイスを
介した支払いを許可することによって、選択した製品および／もしくはプロモーション提
示の代金を支払うことができ、当該支払いは、１０４等の関連するネットワークを介して
受け取ることができる。別の実施形態において、特定のプロモーション提示には、詳細な
消費者の情報、料金、および／もしくは他の情報が必要になる場合があり、消費者が、こ
れらの料金のうちの一部、または全ての代金を支払う、あるいは現在のトランザクション
に総額を追加して、注文の履行後に支払うことができるようにすることができる。いずれ
の場合においても、消費者は、選択した製品の代金を支払うこと、ならびに／またはトラ
ンザクション金額にプロモーション提示を追加することができるようになる。
【０１０１】
　ブロック１０１４の後にはブロック１０１６が続き、ここで、必要に応じて、プロモー
ション提示の履行が容易にされる。プロモーション提示のタイプに応じて、プロモーショ
ン提示を履行する何らかの残りの要件のうちのいくつか、または全てを容易にすることが
できる。例えば、プロモーションのテレホンカードもしくは無線電話が消費者に対して分
配される場合、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等のプロセッ
サもしくはコントローラは、プロモーション提示の履行に必要な分配、経路指定、もしく
は他の手段を容易にするように、図１の１２６等のローカルおよび／もしくはリモートの
サーバもしくはデータ処理リソースへの対応する命令の伝送を容易にすることができる。
【０１０２】
　ブロック１０１６の後には上記に詳述したブロック１０１０が続く。
【０１０３】
　一実施形態において、製品ディスペンサを使用する消費者には、テレホンカードおよび
／もしくは無線電話提供に対するプロモーション提示をプロンプトすることができる。例
えば、消費者は、無線電話の契約について無料もしくは割り引きの時間長に対するプロモ
ーションを受け入れてもよい。
【０１０４】
　図１１を参照すると、製品に関連するプロモーション提示と、製品ディスペンサからの
製品とを組み合わせる例示的な方法１１００が示されている。方法１１００は、ブロック
１１０２で開始する。ブロック１１０２において、製品に関連する機械で読み取り可能な
コードもしくはアイテムがスキャンされる、もしくは読み取られる。本実施形態において
、消費者は、図１の１０２Ａ等の製品ディスペンサの近くで、製品をスキャンすることが
でき、これは、製品の存在を検出する、あるいはその存在に関連する情報を受信するよう
に構成することができる。製品は、ＲＦＩＤ、無線周波数、赤外線、もしくは特定の実施
形態において必要および／もしくは所望に応じて、他の無線通信方法が挙げられるが、こ
れに限定されない、任意の数の無線技術を含むことができる。製品は、例えば、カップ、
箱、トレイ、容器、もしくは特定の実施形態において必要および／もしくは所望に応じて
、任意の製品パッケージングとすることができる。
【０１０５】
　ブロック１１０２の後にはブロック１１０４が続き、ここで、製品ディスペンサは、ス
キャンした製品がプロモーション提示の一部であるかどうかを判定する。一実施形態にお
いて、１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、１０４等のネットワークを介して
、１２６等のローカルおよび／もしくはリモートのサーバもしくはデータ処理リソースと
通信することができ、これは、スキャンした製品がプロモーション提示の一部であるかど
うかを判定することができる。
【０１０６】
　ブロック１１０４の後には決定ブロック１１０６が続き、ここで、スキャンした製品が
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プロモーション提示の一部であるかどうかに関して判定が行われる。判定が肯定である、
すなわちスキャンした製品がプロモーション提示の一部である場合、方法１１００はブロ
ック１１０８へ継続する。判定が否定である、すなわちスキャンした製品がプロモーショ
ン提示の一部でない場合、方法１１００は終了する。示されている実施形態において、１
０６等のプロセッサもしくはコントローラは、スキャンした製品がプロモーション提示の
一部であるかどうかを判定することができる。例えば、１０６等のコントローラは、スキ
ャンした製品に関連した情報を取得することによって、かつ、プロモーション提示が、ス
キャンした製品を対象としているか、あるいはこれに関係しているかどうか等の、所定の
基準を満たしているかどうかを判定することによって、スキャンした製品がプロモーショ
ン提示の一部であるかどうかを判定することができる。一実施形態において、１０６等の
プロセッサもしくはコントローラは、１２６等のローカルおよび／もしくはリモートのサ
ーバもしくはデータ処理リソースと通信することができ、これは、スキャンした製品がプ
ロモーション提示の一部であるかどうかを判定することができる。いずれの場合において
も、スキャンした製品がプロモーション提示の一部であるかどうかに関して判定が行われ
る。
【０１０７】
　ブロック１１０８において、製品がプロモーション提示の一部である旨が消費者に知ら
される。示されている実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた
図１の１０６等のプロセッサまたはコントローラは、消費者に、製品がプロモーション提
示の一部であることを知らせることができる。例えば、消費者が、１０２Ａ等の製品ディ
スペンサの近くで製品をスキャンした後に、１０６等のコントローラは、製品ディスペン
サに組み込まれた１１２等のユーザインタフェース等のユーザインタフェースを介して、
製品がプロモーション提示の一部である旨の、メッセージ等の通信を提供することができ
る。
【０１０８】
　ブロック１１０８の後にはブロック１１１０が続き、ここで、プロモーション提示の情
報が消費者に提供される。示されている実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペン
サに組み込まれた図１の１０６等のプロセッサまたはコントローラは、消費者にプロモー
ション提示情報または詳細を提供することができる。例えば、製品がプロモーション提示
の一部である旨が消費者に知らされた後に、１０６等のコントローラは、製品ディスペン
サに組み込まれた１１２等のユーザインタフェース等のユーザインタフェースを介して、
メッセージ等の追加の情報を提供することができる。
【０１０９】
　ブロック１１１０の後には決定ブロック１１１２が続き、ここで、消費者がプロモーシ
ョン提示を受け入れるかどうかに関して判定が行われる。判定が肯定である、すなわち消
費者がプロモーション提示を受け入れる場合、方法は決定ブロック１１１４に継続する。
判定が否定である、すなわち消費者がプロモーション提示を受け入れない場合、方法１１
００は終了する。示されている実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み
込まれた図１の１０６等のプロセッサまたはコントローラは、消費者がプロモーション提
示を受け入れるかどうか判定することができる。例えば、１０６等のプロセッサもしくは
コントローラは、１１２等のユーザインタフェースを介して消費者の入力もしくは選択を
受信し、当該入力もしくは選択が、消費者がプロモーション提示を受け入れるかどうかに
対応するかどうか判定することができる。
【０１１０】
　決定ブロック１１１４において、プロモーション提示が無料の製品に対するものである
かどうかに関して判定が行われる。判定が肯定である、すなわちプロモーション提示が無
料もしくは割り引きの製品に対するものである場合、方法１１００はブロック１１１６へ
継続する。判定が否定である、すなわちプロモーション提示が無料もしくは割り引きの製
品に対するものでない場合、方法１１００はブロック１１１８へ継続する。示されている
実施形態において、１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、プロモーション提示
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が無料もしくは割り引きの製品に対するものであるかどうかを判定することができる。例
えば、図１の１０６等のコントローラは、プロモーション提示に関連する情報を取得する
ことによって、プロモーション提示が無料もしくは割り引きの製品に対する提示を含むか
どうかを判定することができる。１０６等のコントローラは、プロモーション提示が無料
もしくは割り引きの製品を対象としているか、あるいはこれに関係しているかどうか等の
、所定の基準を満たしているかどうかを判定することができる。一実施形態において、１
０６等のプロセッサもしくはコントローラは、１２６等のローカルおよび／もしくはリモ
ートのサーバもしくはデータ処理リソースと通信することができ、プロモーション提示が
無料もしくは割り引きの製品に対する提供を含むかどうかを判定することができる。いず
れの場合においても、プロモーション提示が無料もしくは割り引きの製品に対するもので
あるかどうかの判定が行われる。
【０１１１】
　ブロック１１１６において、無料もしくは割り引きの製品が消費者に分配される。示さ
れている実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６
等のプロセッサまたはコントローラは、消費者に無料または割り引きの製品を分配させる
ことができる。
【０１１２】
　ブロック１１１６の後に、方法１１００は終了する。
【０１１３】
　ブロック１１１８を参照すると、消費者には、プロモーション提示の履行を容易にする
好適な情報がプロンプトされる。示されている実施形態において、図１の１０６等のプロ
セッサもしくはコントローラは、プロモーション提示の履行を容易にするように、入力あ
るいは好適な詳細を提供するよう消費者にプロンプトすることができる。消費者は、プロ
モーション提示の履行を達成する、または容易にするように、製品ディスペンサに組み込
まれた１１２等のユーザインタフェース等のユーザインタフェースを利用して、消費者の
好みもしくは情報等の詳細を提供することができる。ユーザは、１１２等のユーザインタ
フェースを介して１つ以上の選択を入力することができ、１０６等のプロセッサもしくは
コントローラは、消費者によって提供される消費者の好みもしくは情報に少なくとも部分
的に基づいて、プロモーション提示の履行を容易にすることができる。例えば、消費者が
、代金を支払うこと、および／あるいはプロモーション提示をトランザクション金額に追
加できるようにすることができる。よって、消費者が、代金を支払う、現在のトランザク
ションに金額を追加する、または注文の履行後に代金を支払うことができるようにするた
めに、プロモーション提示は、詳細な消費者の情報、料金、および／もしくは他のデータ
を要求もしくは必要とする場合がある。
【０１１４】
　方法１１００は、ブロック１１１８の後に終了する。
【０１１５】
　一実施形態では、製品と飲料との間のプロモーション提示を達成することができる。こ
の点に関して、製品を、製品ディスペンサでスキャンすることができる。提示の詳細を取
得することができ、必要に応じて製品ディスペンサを構成することができる。
【０１１６】
　一実施形態において、キャンディバーを購入し、無料もしくは割り引き価格で製品を取
得するプロモーション提示を達成することができる。消費者は、キャンディバーを最初に
購入することができる。キャンディバーの包装紙は、製品ディスペンサでスキャンするこ
とができる。製品ディスペンサは、特定の提示に関連する情報を取得することができ、か
つ無料もしくは割り引きの製品を分配すべきであることを判定することができる。消費者
が飲料等の製品を分配できるようにすることができる。
【０１１７】
　別の実施形態において、１つ以上のプロモーションは、無料もしくは割り引きの製品の
提示、特定のタイプおよび／もしくは種類の製品の提示、および／もしくは特定の実施形
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態において必要および／もしくは所望に応じて、他の提示を達成することができる。
【０１１８】
　図１２を参照すると、消費者がインターネットもしくはネットワークアクセスの料金を
払っている間に、無料もしくは割り引きの製品を消費者に分配する例示的な方法１２００
が示されている。方法１２００は、ブロック１２０２で開始する。ブロック１２０２にお
いて、製品ディスペンサにより、トランザクションを開いて、インターネットアクセスの
代金を支払うための入力を消費者から受信する。示されている実施形態において、１０２
Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等のプロセッサもしくはコントロー
ラは、消費者が、トランザクションを開始して、ネットワークもしくはインターネットア
クセスもしくはサービスの代金を支払うのを許可することができる。例えば、１０６等の
プロセッサもしくはコントローラは、クレジットもしくはデビットカード、またはアカウ
ント番号を受け取る等の、任意の金銭もしくは金融トランザクションデバイスもしくは方
法を介した代金の支払いを消費者にプロンプトすることができる。ネットワークもしくは
インターネットのアクセスもしくはサービスの支払いは、現金不要の、または貨幣に基づ
くトランザクションによるものとすることができる。一実施形態において、図２の２１４
Ａ～２１４Ｃ等のクライアントタイプのデバイスもしくは無線通信デバイスを介して、ネ
ットワークもしくはインターネットのアクセスもしくはサービスの代金を支払うオプショ
ンを消費者に提供することができる。この特定の実施形態において、消費者は、２１４Ａ
～２１４Ｃ等のクライアントタイプのデバイスもしくは無線通信デバイスを介した支払い
を許可することによって、ネットワークもしくはインターネットのアクセスもしくはサー
ビスの代金を支払うことができ、当該支払いは、１０４等の関連するネットワークを介し
て受け取ることができる。いずれの場合においても、消費者は、製品ディスペンサにより
、トランザクションを開き、かつインターネットのアクセスの代金を支払うことができる
ようになる。
【０１１９】
　ブロック１２０２の後には決定ブロック１２０４が続き、ここで、消費者が製品を分配
することを望むかどうかの判定が行われる。判定が肯定である、すなわち消費者が製品を
分配することを望む場合、方法１２００はブロック１２０６に継続する。判定が否定であ
る、すなわち消費者が製品を分配することを望まない場合、方法は決定ブロック１２０８
へ継続する。示されている実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込ま
れた図１の１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、消費者が、分配される製品を
選択できるようにすることができる。例えば、消費者は、消費者がトランザクションを開
始し、ネットワークもしくはインターネットのアクセスもしくはサービスの代金を支払っ
た後に、製品を選択することを決定あるいは選んでもよい。消費者は、製品ディスペンサ
に組み込まれたユーザインタフェース１１２等のユーザインタフェースを介して、製品を
選択してもよい。
【０１２０】
　ブロック１２０６において、製品が消費者に分配される。示されている実施形態におい
て、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等のプロセッサまたはコ
ントローラは、消費者に選択した製品を分配させることができる。例えば、消費者がネッ
トワークもしくはインターネットのアクセスもしくはサービスの代金を支払っている限り
、消費者は、１０２Ａ等の製品ディスペンサから製品を分配できるようになる。
【０１２１】
　ブロック１２０６の後には決定ブロック１２０８が続き、ここで、消費者がインターネ
ットをまだ使用しているかどうかに関して判定が行われる。判定が肯定である、すなわち
消費者がネットワークもしくはインターネットをまだ使用している、もしくはこれにアク
セスしている場合、方法１２００はブロック１２１０へ継続する。判定が否定である、す
なわち消費者がネットワークもしくはインターネットをまだ使用している、もしくはこれ
にアクセスしていない場合、方法１２００はブロック１２１２へ継続する。示されている
実施形態において、図１の１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、消費者がネッ
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トワークもしくはインターネットをまだ使用しているかどうかを判定することができる。
例えば、１０６等のコントローラは、ネットワークもしくはインターネットの消費者の使
用に関連する情報を取得することによって、消費者がネットワークもしくはインターネッ
トをまだ使用している、もしくはこれにアクセスしているかどうかを判定することができ
る。１０６等のコントローラは、消費者がネットワークもしくはインターネットにログイ
ンしているかどうか等の、所定の基準を満たしているかどうかを判定することができる。
一実施形態において、１０６等のプロセッサもしくはコントローラは、１２６等のローカ
ルおよび／もしくはリモートのサーバもしくはデータ処理リソースと通信することができ
、これは、消費者がネットワークもしくはインターネットをまだ使用している、もしくは
これにアクセスしているかどうかを判定することができる。いずれの場合においても、消
費者がネットワークもしくはインターネットをまだ使用しているかどうかに関して判定が
行われる。
【０１２２】
　ブロック１２１０において、ネットワークもしくはインターネットアクセスに対する消
費者への代金の請求が継続される。示されている実施形態において、１０６等のプロセッ
サもしくはコントローラは、消費者がネットワークもしくはインターネットをまだ使用し
ている、もしくはこれにアクセスしている場合に、消費者への代金の請求を継続すること
ができる。
【０１２３】
　ブロック１２１０の後には決定ブロック１２０４が続き、これは、上述した通りである
。
【０１２４】
　ブロック１２１２を参照すると、トランザクションが終了する。示されている実施形態
において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等のプロセッサも
しくはコントローラは、消費者がネットワークもしくはインターネットを使用していない
、もしくはこれにアクセスしていない場合に、トランザクションを終了することができる
。例えば、ネットワークもしくはインターネットアクセスに対する消費者への代金の請求
を終了させることができ、消費者は、１０２Ａ等の製品ディスペンサから無料もしくは割
り引きの製品をそれ以上分配することができない。
【０１２５】
　方法１２００は、ブロック１２１２の後に終了する。
【０１２６】
　一実施形態において、消費者は、インタネットカフェの場所でインターネットアクセス
を使用することができる。料金を支払って、消費者が、電子メールを確認する、ネットサ
ーフィンをする、ならびに／または他の目的のために、その場所で、インターネットもし
くは他のネットワークを使用できるようにすることができる。この期間中に、消費者は、
インターネットもしくは他のネットワークアクセスの代金を支払うことができ、消費者が
、製品ディスペンサから無料もしくは割り引きの製品を分配できるようにすることができ
る。
【０１２７】
　図１３を参照すると、製品ディスペンサを使用して飲料等の製品の代金を支払う例示的
な方法１３００が示されている。図１３に示されている実施形態において、商業パートナ
ーは、商業パートナーの従業員、学生、グループメンバ、もしくは商業パートナーに関連
する他のメンバが、製品ディスペンサを使用できるように、かつ、任意の分配した製品も
しくは飲料の費用を商業パートナーに関連するアカウントに課金できるように、製品もし
くは飲料の供給元でアカウントを設定するように決めてもよい。例えば、Ｕｎｉｔｅｄ　
Ｐｅｒｃｅｌ　Ｓｅｒｖｉｃｅ（ＵＰＳ）（商標）等の商業パートナーは、ＵＰＳの従業
員が、製品供給元に関連する特定の製品ディスペンサを使用できるように、かつ、あらゆ
る分配した製品の費用をＵＰＳに関連する商業パートナーのアカウントに課金できるよう
に、製品供給元で商業パートナーのアカウントを設定もしくは確立してもよい。この場合
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、ＵＰＳの従業員は、製品ディスペンサの場所で、あるいは製品ディスペンサに関連する
現場で分配する時に、製品の代金を支払う必要を伴わずに、製品供給元に関連する特定の
製品ディスペンサから、分配した製品を取得することができる。
【０１２８】
　別の実施例では、特定の製品ディスペンサが、１つ以上のＭｃＤｏｎａｌｄ‘ｓ（商標
）レストラン内に位置付けられ得る。ＵＰＳの従業員は、ＲＦＩＤ、識別用のトークン、
および／もしくは他の同様のデバイス等の識別技術を利用して、製品ディスペンサを起動
させることができる。この場合、ＵＰＳの従業員は、任意のＭｃＤｏｎａｌｄ‘ｓ（商標
）のレストランに入り、製品ディスペンサに従業員自身を識別させ、かつ、分配する時に
、あるいは分配場所がある現場で、製品の代金を支払う必要を伴わずに製品を分配するこ
とができる。次いで、分配した製品の支払いを、商業パートナーのアカウント等の、ＵＰ
Ｓに関連するアカウントに課金することができる。
【０１２９】
　方法１３００は、ブロック１３０２で開始する。ブロック１３０２において、消費者も
しくは消費者の製品カップに組み込まれた識別デバイスが、製品ディスペンサにおいて、
もしくはその近傍でスキャンあるいは検出される。本実施形態において、識別情報は、消
費者に関連付けることができ、消費者は、そのような情報を製品ディスペンサに提供する
ことができる。例えば、消費者は、識別情報を伴う磁気カードもしくは他のデバイスを、
図１の１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれたリーダもしくは他の入力／出力デバ
イスに通すことができる。別の実施形態において、１３６等のカップもしくは他の容器は
、１３８等のＲＦＩＤ、もしくは他の機械で読み取り可能なタグ等の識別情報を含むこと
ができ、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた、１４０等のＲＦＩＤ、もしくは
他の機械で読み取り可能なコードリーダは、識別情報を受信することができる。
【０１３０】
　ブロック１３０２の後には決定ブロック１３０４が続き、ここで、商業パートナーのア
カウントが識別されたかどうかに関して判定が行われる。判定が肯定である、すなわち商
業パートナーのアカウントが識別された場合、方法１３００はブロック１３０８へ移動す
る。判定が否定である、すなわち商業パートナーのアカウントが識別されなかった場合、
方法１３００は決定ブロック１３０６へ移動する。図１３に示されている実施形態におい
て、図１の１０６Ａ等の識別スキャナ／リーダデバイスは、製品ディスペンサに組み込む
ことができ、識別リーダデバイスは、消費者もしくは消費者の製品カップに組み込まれた
識別情報を受信もしくは取得するように動作可能である。識別スキャナ／リーダデバイス
１０６Ａは、１０４もしくは２０４等のネットワークを介して、１２６もしくは２０６等
のサーバもしくはデータ処理リソースと通信することができ、これは、識別情報に少なく
とも部分的に基づいて、消費者および／もしくは消費者の製品カップが商業パートナーア
カウントに関連付けられているかどうかの判定を行うことができる。１２６もしくは２０
６等のサーバもしくはデータ処理リソースは、少なくとも１つの商業パートナーアカウン
トを識別するように、１２８Ａ～１２８Ｃ等の１つ以上のデータ記憶デバイスと通信して
もよい。
【０１３１】
　一実施形態において、ＲＦＩＤを有する製品カップ、もしくは製品カップに組み込まれ
た他の識別デバイスを伴う消費者は、製品ディスペンサに組み込まれた、１１８Ａ～１１
８Ｑ等の識別リーダデバイスの近くで製品カップを操作することができる。代替として、
消費者は、ＲＦＩＤタグ、トークン、カード、ＰＩＮ、および／もしくは特定の実施形態
において必要および／もしくは所望に応じて、他のＩＤ形態等の、他の識別デバイスをス
キャンすることができる。製品ディスペンサを通して、識別リーダデバイスは、消費者に
関連する商業パートナーのアカウントが存在するかどうかを判定するように、１２６もし
くは２０６等の少なくとも１つのサーバもしくはデータ処理リソースと、ローカルもしく
はリモートでデータ通信することができる。判定に少なくとも部分的に基づいて、決定ブ
ロック１３０６もしくは決定ブロック１３０８のいずれかに処理を移動することができる
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。
【０１３２】
　決定ブロック１３０６において、商業パートナーのアカウントが識別されなかった、も
しくは判定されなかった旨の通知が伝送される。図７に示されている実施形態において、
１２６もしくは２０６等のサーバもしくはデータ処理リソースが、消費者に関連する商業
パートナーのアカウントが確立されていない、もしくは存在しないと判定する場合には、
対応する命令が製品ディスペンサに伝送され、製品の代金の支払いが受け取られない限り
、消費者が製品を分配するのを防止あるいは制限する。例えば、一実施形態では、製品デ
ィスペンサに組み込まれたクライアントタイプのデバイスに通知を伝送することができ、
当該通知は、商業パートナーのアカウントが確立されていない、もしくは存在しておらず
、消費者から支払いを受け取ることになる旨を消費者および／もしくはサービス要員に知
らせることができる。ブロック１３０６の後に、方法１３００は終了する。
【０１３３】
　決定ブロック１３０８において、アカウント状態が「ＯＫ」であるかどうかに関して判
定が行われる。判定が肯定である、すなわちアカウントの状態が「ＯＫ」である場合、方
法１３００はブロック１３１０に継続する。判定が否定である、すなわちアカウントの状
態が「ＯＫ」ではない場合、方法１３００はブロック１３０６に戻る。図１３に示されて
いる実施形態において、１２６もしくは２０６等のサーバもしくはデータ処理リソースが
、消費者に関連する商業パートナーのアカウントが適切に資金を供給していない、そうで
なければアカウントが製品の清算に適さないと判定する場合には、対応する命令が製品デ
ィスペンサに伝送され、製品の支払いが受け取られない限り、消費者が製品を分配するの
を防止あるいは制限する。
【０１３４】
　ブロック１３１０を参照すると、アカウントの状態が「ＯＫ」である判定が行われた場
合には、消費者が製品を分配するのを許可するように、対応する命令が伝送される。
【０１３５】
　ブロック１３１０の後にはブロック１３１２が続き、ここで、アカウントに関連する残
高が調整される、あるいは分配した製品について課金される。図１３に示されている実施
形態において、１２６もしくは２０６等のサーバもしくはデータ処理リソースは、製品の
分配ごとに、商業パートナーのアカウント等のアカウントを監視および調整することがで
きる。このように、アカウントは、製品の分配ごとに引き落とすことができる。
【０１３６】
　方法１３００は、ブロック１３１２の後に終了する。
【０１３７】
　図１４を参照すると、子供サイズおよび試供品サイズのカップ用の一人分の量の制御を
使用する例示的な方法が示されている。方法１４００は、ブロック１４０２で開始する。
ブロック１４０２において、消費者は、製品ディスペンサのノズル領域の近くにカップを
配置することができる。本実施形態において、消費者は、製品ディスペンサに組み込まれ
た図１のノズル１２４等のノズルの近くで、カップを操作する、あるいは配置することが
できる。
【０１３８】
　ブロック１４０２の後にはブロック１４０４が続き、ここで、カップがスキャンされる
。本実施形態において、図１の１０２Ａ等の製品ディスペンサは、製品もしくは飲料カッ
プの存在を検出するように、あるいはその存在に関連する情報を受信するように構成する
ことができる。製品もしくは飲料カップは、機械で読み取り可能なコード、バーコード、
ＲＦＩＤ、無線周波数、赤外線、もしくは特定の実施形態において必要および／もしくは
所望に応じて、他の無線通信方法もしくはデバイスを含むが、これに限定されない、任意
の数の無線技術を含むことができる。
【０１３９】
　ブロック１４０４の後には決定ブロック１４０６が続き、ここで、子供サイズのカップ
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がスキャンされたかどうかに関して判定が行われる。判定が肯定である、すなわち子供サ
イズのカップがスキャンされた場合、方法１４００はブロック１４０８へ継続する。判定
が否定である、すなわちスキャンしたカップが子供サイズのカップでない場合、方法１４
００は決定ブロック１４１０へ継続する。示されている実施形態において、図１の１０６
等のプロセッサもしくはコントローラは、子供サイズのカップがスキャンされたかどうか
を判定することができる。例えば、１０６等のコントローラは、製品カップに関連する情
報を取得することによって、かつ、製品カップが子供サイズ等の所定のサイズであるかど
うか等の、所定の基準を満たしているかどうかを判定することによって、子供サイズのカ
ップがスキャンされたかどうかを判定することができる。
【０１４０】
　ブロック１４０８において、製品ディスペンサは、子供サイズの一人分の量の制御用に
設定される。本実施形態において、製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等のコ
ントローラ等のプロセッサもしくはコントローラは、ディスペンサを子供サイズの一人分
の量の制御用に設定することができる。一実施形態において、１０６等のコントローラは
、分配される製品の容量を、子供サイズのカップを満たすのに好適な量に制限することが
できる。
【０１４１】
　ブロック１４０８の後にはブロック１４１４が続き、これを、以下にさらに詳細に説明
する。
【０１４２】
　決定ブロック１４１０を参照すると、試供品サイズのカップがスキャンされたかどうか
に関して判定が行われる。判定が肯定である、すなわち試供品サイズのカップがスキャン
された場合、方法１４００はブロック１４１２へ継続する。判定が否定である、すなわち
スキャンしたカップが試供品サイズのカップでない場合、方法１４００はブロック１４１
４へ継続する。示されている実施形態において、図１の１０６等のプロセッサもしくはコ
ントローラは、試供品サイズのカップがスキャンされたかどうかを判定することができる
。例えば、１０６等のコントローラは、製品もしくは飲料カップに組み込まれた情報を取
得し、かつ、製品もしくは飲料カップが試供品サイズ等の所定のサイズであるかどうか等
の、所定の基準を満たしているかどうかを判定することによって、試供品サイズのカップ
がスキャンされたかどうかを判定することができる。
【０１４３】
　ブロック１４１２において、製品ディスペンサは、試供品サイズの一人分の量の制御用
に設定される。本実施形態において、製品ディスペンサに組み込まれた図１の１０６等の
コントローラ等のプロセッサもしくはコントローラは、ディスペンサを試供品サイズの一
人分の量の制御用に設定することができる。一実施形態において、１０６等のコントロー
ラは、分配される製品の容量を、試供品サイズのカップを満たすのに好適な量に制限する
ことができる。
【０１４４】
　ブロック１４１２の後にはブロック１４１４が続き、ここで、消費者が製品を選択する
ことができる。示されている実施形態において、消費者は、図１の１１２等のユーザイン
タフェースを介して、ＤＩＥＴ　ＣＨＥＲＲＹ　ＣＯＫＥ（商標）等の製品に対応する指
標の選択等のデータを入力することができる。他の実施形態において、消費者によって他
の製品を選択することができ、または、消費者によって１つ以上の製品選択に関連する他
のデータを入力することができる。一実施形態において、製品選択は、製品ディスペンサ
に組み込まれたユーザインタフェース１１２等のグラフィカルユーザインタフェースによ
り達成することができる。
【０１４５】
　ブロック１４１４の後にはブロック１４１６が続き、ここで、消費者は、子供サイズお
よび試供品サイズのカップ用に設定された一人分の量の制御によって、製品を分配できる
。示されている実施形態において、１０２Ａ等の製品ディスペンサに組み込まれた図１の
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ズのカップ等の、所定のサイズに設定された一人分の量の制御によって、消費者が所望の
製品を分配できるようにすることができる。一実施形態において、一人分の量の制御の制
限が設定されていないもの等の他の全てのサイズのカップは、他の製品の量を受容する場
合がある。
【０１４６】
　方法１４００は、ブロック１４１６の後に終了する。
【０１４７】
　一実施形態において、子供サイズおよび試供品サイズのカップが使用される時に製品が
こぼれ出すのを回避するために、製品ディスペンサは、一人分の量の制御を利用すること
ができる。この点に関して、子供サイズもしくは試供品サイズのカップが検出される時に
、製品ディスペンサは、分配される製品の一人分の量の容量を制限することができる。こ
のように、小容量の製品を分配して、子供サイズもしくは試供品サイズのカップ（サイズ
がより小さい）から溢れ出して、飲料製品の浪費をもたらし得る可能性を最小限に抑える
ことができる。一実施例において、子供サイズのカップは、一般的に、子供によって利用
される、比較的に小さいカップとすることができる。試供品サイズのカップは、一般的に
、製品を比較的にカップいっぱいに分配する前に、それを好むかどうかを確かめるため等
の、少ない量の製品を試供するために消費者によって使用される、比較的に小さいカップ
とすることができる。
【０１４８】
　本発明の種々の実施形態の能力は、ソフトウェア、ファームウェア、ハードウェア、ま
たはそれらの何らかの組み合わせたもので実施することができる。
【０１４９】
　一実施例として、本発明の１つ以上の態様は、例えばコンピュータが使用可能な媒体を
有する製造品（例えば、１つ以上のコンピュータプログラム製品）内に含めることができ
る。媒体は、本発明の実施形態の能力を提供および容易にするための、例えばコンピュー
タで読み取り可能なプログラムコード手段を、その中に組み込んでいる。製造品は、コン
ピュータシステムの一部として含めること、または別途販売することができる。好適な製
造品の一実施例は、例えば図１に記載されている１１４等の、消費者相互作用エンジンま
たはモジュールである。
【０１５０】
　加えて、本発明の実施形態の能力を実行するように、機械で実行可能な少なくとも１つ
のプログラム、または一組の命令を明白に組み込んでいる機械で読み取り可能な、少なく
とも１つのプログラム記憶デバイスを提供することができる。機械で読み取り可能な、好
適なプログラム記憶デバイスの一実施例は、図１に記載されている１１０等の、メモリま
たはデータ記憶デバイスである。
【０１５１】
　本明細書で示されるフローチャートは、例示的なものである。請求項記載の発明の範囲
から逸脱すること無く、記載されるこれらの図または要素（または動作）の多数の変形例
が存在してもよい。例えば、要素は、異なる順序で実行されてもよく、あるいは、要素が
追加、削除または修正されてもよい。これらの変形例の全ては、請求項記載の発明の一部
とみなされる。
【０１５２】
　本発明の実施形態を説明してきたが、当業者は、現在および将来のいずれにおいても、
以下の請求項の範囲内にある種々の改善および増強を行ってもよいことを理解されるであ
ろう。これらの請求項は、最初に説明した本発明に対する適切な保護を維持するように解
釈されるべきである。
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　製品ディスペンサであって、
　消費者に関連する機械で読み取り可能なアイテムを読み取るように構成されるリーダと
、
　前記リーダと通信し、かつ命令を実行するよう構成されるコントローラと、を備え、
前記コントローラは、前記命令の実行に応じて、
　　前記機械で読み取り可能なアイテムから、前記リーダを介して情報を受信し、
　　少なくとも前記受信した情報に基づいて、前記製品ディスペンサの一つ以上のディス
ペンサパラメータであって、製品タイプ、ポーションサイズ、または製品価格のうちの少
なくとも一つを含む一つ以上のディスペンサパラメータを構成し、かつ
　　製品を分配する、
　製品ディスペンサ。
【請求項２】
　前記コントローラは、さらに、前記命令の実行に応じて、前記製品ディスペンサを介し
て分配される製品の製品タイプ、ポーションサイズ、または製品価格のうちの少なくとも
一つを判定する、請求項１に記載の製品ディスペンサ。
【請求項３】
　前記コントローラは、さらに、前記命令の実行に応じて、分配される前記製品の支払い
に関する入力を受信する、請求項１又は請求項２のいずれかに記載の製品ディスペンサ。
【請求項４】
　前記機械で読み取り可能なアイテムは、製品パッケージング、印刷広告、バーコード、
アイコン、またはＲＦＩＤタグのうちの少なくとも１つを備える、請求項１乃至請求項３
のいずれか一項に記載の製品ディスペンサ。
【請求項５】
　前記コントローラは、さらに、前記命令の実行に応じて、前記製品を分配する前に前記
消費者が前記製品を受け取る資格があるかどうかを判定する、請求項１乃至請求項４のい
ずれか一項に記載の製品ディスペンサ。
【請求項６】
　前記コントローラは、さらに、前記命令の実行に応じて、少なくとも１つの前記ディス
ペンサパラメータを構成する前の、前記受信した情報に少なくとも基づいて前記消費者の
注文を取得する、請求項１乃至請求項５のいすれか一項に記載の製品ディスペンサ。
【請求項７】
　前記コントローラは、さらに、前記命令の実行に応じて、前記分配した製品の状態を示
す前記消費者の前記注文を更新する、請求項６に記載の製品ディスペンサ。
【請求項８】
　前記コントローラは、さらに、実行に応じて、製品の再充填に対する権利が前記消費者
にあるか判定する、請求項７に記載の製品ディスペンサ。
【請求項９】
　前記コントローラは、さらに、前記命令の実行に応じて、前記製品の再充填に対する権
利が前記消費者にあるという肯定的判定に対応して前記製品の再充填を行う、請求項８に
記載の製品ディスペンサ。
【請求項１０】
　前記コントローラは、さらに、前記命令の実行に応じて、前記消費者は前記製品の再充
填を得られないことを前記消費者に伝達する、請求項８に記載の製品ディスペンサ。
【請求項１１】
　前記コントローラは、さらに、前記命令の実行に応じて、前記機械で読み取り可能なア
イテムに関連した容器のサイズを判定する、請求項１乃至請求項１０のいずれか一項に記
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載の製品ディスペンサ。
【請求項１２】
　前記コントローラは、さらに、前記命令の実行に応じて、前記判定されたサイズに基づ
く量の制御用に前記製品ディスペンサを構成する、請求項１乃至請求項１１のいずれか一
項に記載の製品ディスペンサ。
【請求項１３】
　前記コントローラは、さらに、前記命令の実行に応じて、前記判定されたサイズが子供
サイズだった場合に子供サイズの量の制御用に前記製品ディスペンサを構成する、請求項
１乃至請求項１２のいずれか一項に記載の製品ディスペンサ。
【請求項１４】
　前記コントローラは、さらに、前記命令の実行に応じて、前記判定されたサイズが試供
品サイズである場合に試供品サイズの量の制御用に前記製品ディスペンサを構成する、請
求項１乃至請求項１２のいずれか一項に記載の製品ディスペンサ。
【請求項１５】
　前記コントローラは、さらに、前記命令の実行に応じて、前記判定されたサイズに設定
された制御量で前記製品を分配する、請求項１乃至請求項１２のいずれか一項に記載の製
品ディスペンサ。
【請求項１６】
　前記製品は、飲料、飲料缶、飲料ボトル、飲料容器、または飲料再充填のうちの少なく
とも１つを備える、請求項１乃至請求項１５のいずれか一項に記載の製品ディスペンサ。
【請求項１７】
　前記リーダは、前記消費者に関連する商業パートナーのアカウントが存在するか判定す
るよう構成された少なくとも一つのサーバと通信するよう構成される、請求項１乃至請求
項１６のいずれか一項に記載の製品ディスペンサ。
【請求項１８】
　前記リーダは、ＲＦＩＤリーダ、バーコードスキャナ、無線通信デバイス、または光学
通信デバイスのうちの少なくとも１つである、請求項１７に記載の製品ディスペンサ。
【請求項１９】
　前記コントローラは、さらに、前記命令の実行に応じて、少なくとも前記消費者に関連
する商業パートナーのアカウントの識別に基づいて、前記製品を分配するのを防止する、
請求項１７又は請求項１８のいずれかに記載の製品ディスペンサ。
【請求項２０】
　前記コントローラは、さらに、前期命令の実行に応じて、少なくとも前記消費者に関連
する前記商業パートナーのアカウントの識別に基づいて、前記製品を分配するのを許可す
る、請求項１７又は請求項１８のいずれかに記載の製品ディスペンサ。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのサーバは、前記分配された商品に応じて前記商業パートナーのア
カウントの残高の調整をするようさらに構成される、請求項１７乃至請求項２０のいずれ
か一項に記載の製品ディスペンサ。
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